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今
年
も
河
川
の
出
水
期
を
迎
え
ま
し
た
。
円
山
川
の
下
流
に
位
置
す

る
豊
岡
盆
地
周
辺
は
緩
や
か
な
勾
配
の
た
め
、
氾
濫
が
非
常
に
起
き
や

す
い
地
形
で
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
〝
ゲ
リ
ラ
豪
雨
〞
と
呼
ば
れ
る
局

地
的
で
短
時
間
に
猛
烈
な
雨
が
降
る
回
数
も
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め｢

自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守

る｣

と
い
う
心
構
え
と
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備
、
そ
し
て
家
庭
や
地
域
で

の
連
携
と
助
け
合
い
を
、
ぜ
ひ
、
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
防
災
課
☎
23

－

1
1
1
1

河
川
の
排
水
ポ
ン
プ
を

　
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

円
山
川
の
水
位（
立
野
水
位
観

測
所
）が
7
・
16
m
を
越
え
、
さ

ら
に
上
昇
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
た
め
、
排
水

ポ
ン
プ
を
停
止
し
ま
す
。
そ
の
後
、

内
水
位
が
一
気
に
上
昇
し
ま
す
。

出
水
期
に『
備
え
る
』た
め
の

　
　
　
　
　
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

▼
防
災
情
報
を
確
認
す
る

　

市
内
の
気
象
情
報
や
雨
量
情
報
、

河
川
の
水
位
情
報
、
そ
の
他
必
要

な
情
報
を
自
ら
進
ん
で
入
手
し
ま

し
ょ
う
。

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ　

台
風
な
ど

の
進
路
予
測
、
気
象
予
報
・
警

報
な
ど
が
入
手
で
き
ま
す
。
テ

レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
が
便
利
で

す（
リ
モ
コ
ン
の
d
ボ
タ
ン
）。

○
防
災
行
政
無
線
放
送　

台
風
情

報
や
市
内
の
主
な
河
川
の
水
位

情
報
、
避
難
勧
告
等
の
発
令

情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

▲避難訓練

河
川
の「
出
水
期
」に『
備
え
』ま
し
ょ
う
！

少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら

　
　
早
め
に
避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う

台風などの接近時に、河川や田畑の様子を見に行くことは大変危険です。
絶対にしないでください。注意！！

皆さんの行動

避難するときは、水や食料・
防寒着などを自分で持って
行くんじゃよ!!

避難情報の基準となる立野水位観測所の水位

⬅堤防高（8.66m）
危険が迫っています。
直ちに避難を完了してください。

避難してください。
避難に時間を要する方は、避難を完了
してください。

避難の準備を始めてください。
避難に時間を要する方（災害時要援護
者）は、避難を開始してください。
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す
。
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
に
は
、

フ
ァ
ク
ス
で
放
送
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す（
要
申
込
み
）。

○
と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト　

登
録

す
る
と
、
携
帯
電
話
に
災
害
時

の
防
災
行
政
無
線
放
送
の
内
容

な
ど
が
届
き
ま
す
。
登
録
方
法

な
ど
は
下
記
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

※
防
災
情
報
は
、
国
土
交
通
省
や

気
象
庁
、
兵
庫
県
、
市
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き

ま
す
。

▼
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
各

家
庭
で
3
日
分
以
上
の
飲
料
水
や

食
料
、
生
活
必
需
品
の
備
蓄
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
所
を
確
認
す
る

　

市
が
指
定
す
る
避
難
所
に「
災

害
時
避
難
所
標
示
板
」を
設
置
し

て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
市
防

災
マ
ッ
プ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

最
寄
り
の
避
難
所
を
確
認
し
、
実

際
に
避
難
経
路
を
歩
い
て
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
避
難
が
遅
れ
た
と
き
は
、
建
物

の
2
階
以
上
へ
！

　

夜
間
や
激
し
い
降
雨
時
、
道
路

冠
水
時
な
ど
、
避
難
経
路
上
の
安

全
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
指

定
避
難
所
へ
の
移
動
は
極
力
避
け
、

自
宅
等
の
2
階
以
上
に
緊
急
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
！

　

災
害
時
要
援
護
者（
高
齢
者
や

子
ど
も
、
病
気
の
方
な
ど
）の
避

難
は
、
地
域
み
ん
な
で
協
力
し
、

安
否
確
認
や
避
難
の
呼
び
掛
け
、

手
助
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

　

出
水
期
に
は
、
集
中
豪
雨
や
台

風
な
ど
の
影
響
で
、
山
間
部
な
ど

で
は「
土
石
流
」「
地
す
べ
り
」「
崖

崩
れ
」が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
少
し
で
も
異
変
を
感
じ
た
と

き
は
、
早
め
の
自
主
避
難
を
お
願

い
し
ま
す
。

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
の
例

○
急
に
川
の
水
が
濁
る
。

○
裏
山
か
ら
の
変
な
音（
地
鳴
り

等
）や
土
く
さ
い
に
お
い
が
す

る
。

○
崖
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち

る
。

○
崖
の
亀
裂
か
ら
水
が
噴
き
出
す
。

と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト（
携
帯
電

話
メ
ー
ル
）に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト
の
携
帯

電
話
メ
ー
ル
に
登
録
す
る
と
、
避

難
準
備
情
報
や
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
な
ど
の
防
災
情
報
メ
ー
ル
が

携
帯
電
話
に
配
信
さ
れ
ま
す
。
屋

外
や
車
の
中
に
い
て
も
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
避
難
に
関
す
る
情
報
が
入

手
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　

6
月
23
日（
木
）か
ら
、
と
よ

お
か
防
災
ネ
ッ
ト
の「
お
知
ら
せ

メ
ー
ル
」登
録
者
全
員
に
、
火
災

情
報
メ
ー
ル
の
配
信
を
始
め
ま
し

た
。

登
録
方
法

①toyooka@
bosai.net 

宛
て

に
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、
下
記
Q
　

R
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

②
空
メ
ー
ル
を
送
る
と
、
間
も
な

く
返
信
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

※
空
メ
ー
ル
を
送
っ
た
の
に
返
信

メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、

受
信
で
き
る
よ
う
に
携
帯
電
話

の
設
定
を
お
願
い
し
ま
す（
携

帯
電
話
本
体
の
操
作
に
関
し
て

は
、
購
入
先
の
携
帯
電
話
会
社

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

戸
別
受
信
機
の
定
期
的
な

　
　
　
　
　
　
　
電
池
の
交
換

　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
に
電
圧
の
低
下
し
た
乾
電
池

を
入
れ
た
ま
ま
に
す
る
と
、
乾

電
池
の
液
漏
れ
で
、
受
信
機
が

故
障
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
災
害
情
報

な
ど
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
、

定
期
的
な
電
池
の
交
換
を
お
願

い
し
ま
す
。

▲災害時避難所標示板

▲地すべり▲崖崩れ ▲土石流

　特に、土砂災害に警戒が必要な土地
に住んでいる方は、雨量が120ミリメー
トルに達したら、自主避難の目安です。
　簡易型雨量計の作り方は、市ホーム
ページを参照してください（｢簡易型雨
量計の作り方｣で検索）。

簡易型雨量計を作ろう！

赤いテープは避難目安の
雨量を示しています

目盛はミリメートル表示
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　Toyooka Art Season 2016（豊岡アートシー
ズン2016）は、豊岡の文化施設を中心としたアー
トのお祭りです。

　ダンス、演劇、コンサートに展
覧会も。全34ものイベントが、豊
岡の新たな魅力を発信します！

2016夏・秋
とよおかの文化・芸術との新たな出会い

日　時　７月22日（金）午後３時30分～８時
（ステージイベント午後４時、６時
開演）

場　所　豊岡市民プラザほっとステージ、交
流サロン

内　容　豊岡アートシーズン2016のキックオ
フイベント！　関連アーティストや
地元高校生によるステージイベント
を開催。豊岡のアートを紹介する
ブースや飲食ブース（有料）も並びま
す。

その他　入場無料、予約不要

　各事業を手伝ってもらえるボランティアを
募集します。
対　象　高校生以上
　　　　※高校生は保護者の同意が必要
期　限　各開催日の１カ月前
特　典　ボランティア参加したプログラム

（一部プログラムを除く）を無料で鑑
賞できる他、オリジナル・グッズを
プレゼント。応募方法等詳細は、問
い合わせてください。

ボランティア募集

　各公演のチケット、無料整理券は以下の場
所で取扱いをしています。

市民会館、豊岡市民プラザ、城崎国際アー
トセンター、出石文化会館（ひぼこホール）

※第９回永楽館歌舞伎のチケットは、出石永
楽館でのみ取扱いをしています。

※美術館・博物館の入館券は、各施設の窓口
で購入してください。

主　催　豊岡市　
助　成　平成28年度 文化庁 文化芸術による
　　　　地域活性化・国際発信推進事業
問合せ　Toyooka Art Season 2016
　　　　事務局（文化振興課内）
　　　　☎23-1160　FAX29-0054
　　　　Mail：bunka@city.toyooka.lg.jp
特設サイト　http://arts-tabi.jp/

artseason2016/

チケット販売窓口

　特典対象事業（５ページ参照）のチケット半
券を集めると、抽選でオリジナル・トート
バッグが当たります。

応募方法
　次のいずれかを文化振興課（〒668-8666、
中央町２番４号）に郵送または持参してくだ
さい。対象事業の会場でも受け付けます。
▽対象事業のチケット半券１枚と但馬空港利
用の航空券１枚
▽対象事業のチケット半券３枚
※所定の応募用紙（対象事業の会場などに設
置）に貼付し、必要事項を記入してください。
※航空券およびチケット半券は返却しません。
航空券はコピーも可
※応募は１人何口でも可。当選は１人１回限
りです。

応募締切り
▽１回目　９月30日（金）
▽２回目　12月22日（木）
※賞品の発送をもって、抽選結果に代えます。

Toyooka Art Season 2016
オリジナル・トートバッグ

Toyooka Art Season 2016
とよおかアート縁日
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今年の夏・秋は、豊岡ならではのアートや文化との出会いをお楽しみください

①『Montagne』（2016フランス南アルプス・Gap国立舞台）© Philippe 
Ariagno

②2014年CORPUS｢ひつじ｣豊岡公演
③2015年子どもたちが豊岡で世界と出会う音楽祭～おんぷの祭典～

○植村直己冒険賞20周年記念事業日①８/27㊏
②28㊐所①日高文化体育館②植村直己冒険館

○第10回特別展『いざ、城崎へ̶交通史からたど
る城崎温泉への旅̶』日９/30㊎～11/29㊋所市立
歴史博物館有
○日本・モンゴル民族博物館開館20周年記念
フォーラム｢モンゴルと豊岡、今、ここから（仮
称）｣日10/１㊏所但東市民ホール

○第20回伊藤清永賞子ども絵画展日 10/８㊏～
10/30㊐所市立美術館有
○第67回豊岡市美術展日 11/２㊌～６㊐所総合体
育館

○仲田光成記念第16回豊岡全国かな書展日 11/11
㊎～13㊐所総合体育館 　　　　　　　　　ほか
※日時は変更になる可能性があります。
　最新情報は特設サイトなどで確認してください。

日は日にち、所は会場、有は有料
★は特典対象事業

No. タイトル 日時 会場 有料 特典
１ Toyooka Art Season 2016 とよおかアート縁日 ７/22㊎15：30～

豊岡市民プラザ
２ 豊岡市民プラザ演劇プロジェクト　内藤裕敬と関
西の俳優たち×市民演劇『あらし』

７/30㊏19：00～
７/31㊐14：00～ 有 ★

３ 市民ふれあいのつどい『式
しき

町
まち

水
みず

晶
き

ハートフルコン
サート』 ７/31㊐16：00～ 日高文化体育館 有 ★

４

『Kinosakinomatopeeキノサキノマトペ』公開稽古
とロラン・コロンの“声”のワークショップ ８/８㊊14：00～

城崎国際アートセンターロラン・コロン作・演出『Kinosakinomatopeeキ
ノサキノマトペ』公演

８/12㊎19：00～
８/13㊏14：00～ 有 ★

５ トマ・キヤルデ作・演出『m
モ ン タ ー ニ ュ

ontagne/山』公演 ９/10㊏19：00～
９/11㊐14：00～ 有 ★

６
C
コ ー パ ス

ORPUSダンスプロジェクトfromカナダ『ひつじ』
豊岡公演

９/22㊍11：00～、
14：00～

スカイドーム
（アイティ７階） 有 ★

CORPUS『ひつじ』ワークショップ ９/24㊏10：00～ 豊岡市民プラザ

７ おでかけ訪問コンサート 10月（９月に決定）11小学校、市民会館

８ 第９回永楽館歌舞伎 11/４㊎～10㊍11：30～、
16：00～（10日除く） 出石永楽館 有 ★

９
子どもたちが豊岡で世界と出会う音楽祭～おんぷ
の祭典～　①プレミアムコンサート②サロンコン
サート③ファイナルコンサート

①11/９㊌19：00～
②11/10㊍15：00～
③11/13㊐13：00～

①豊岡短期大学和
わ

花
が

季
とき

会館
②豊岡1925
③ひぼこホール

有 ★

10 てがみ座『燦
さん

々
さん

』公演 11/19㊏14：00～
11/20㊐14：00～ 出石永楽館 有 ★

②

③

①



広報とよおか 2016（平成28）年7月号　 6

豊岡の夏祭り・イベント

■気比の浜・大宝さがし大会
７月18日（月・祝）午前10時30分～11時30分
◆場所　気比の浜海水浴場
◆内容　約150㎏のアサリを海にまき、景品付きの色

付きアサリを探し出す。民宿ペア宿泊券、豊
岡のかばんなど豪華賞品が当たる！

　　　　※雨天決行
◆参加料　100円（幼児は無料）
《問合せ》豊岡観光協会☎22-8111

■たけの海上花火大会
７月30日（土）午後８時～９時
◆場所　竹野浜海水浴場
◆内容　海上から打ち上げら

れる花火が竹野浜の
夜空を鮮やかに彩る。
※雨天・荒天の場合
は、31日（日）

《問合せ》たけの観光協会
　　　　  ☎47-1080

■サンスト夏の夜市
７月27日（水）午後７時～９時15分
◆場所　豊岡駅通商店街
◆内容　大開通り恒例の夏の夜市。ウォークラリー、

ゲーム、フリーマーケット、飲食販売など各
種イベントを実施
※車両通行規制　
午後６時45分～
９時45分

《問合せ》豊岡駅通商店街振
興組合☎23-2367

■青井浜ワンワンビーチ
７月1日（金）～８月28日（日）午前９時～午後５時
※カヌーは、７月２日（土）～８月28日（日）午前９時～午後４時

◆場所　青井浜海水浴場（竹野浜から約200m東隣）
◆内容　愛犬と一緒に遊べる｢ペット犬専用｣の海水浴

場。愛犬と泳いだり、
カヌーに乗って海を周
遊することができる。
犬用の温泉など施設も
充実。犬はライフジャ
ケットを着用のこと。

◆利用料金　犬1,000円/頭
　　　　　　※カヌーは、3,000円/人＋頭
《問合せ》たけの観光協会☎47-1080

■第13回奥小野はすまつり
7月31日（日）午前９時～午後３時
◆場所　奥小野はす園（出石町奥小野）
◆内容　ハスの花の鑑賞、お楽しみくじ、地元農産物・

ハス鉢苗などの販
売、各種バザーあ
り。

《問合せ》奥小野はす同好会
会長　神谷さん
☎52-5072

■日高夏まつり
７月24日（日）
◆場所　JR江原駅周辺
◆内容　・ビアガーデン（午後４時～）

・パレード（午後４時30分～）
・夜店（午後５時～）
・ステージイベント（午後６時～）
・花火大会（午後８時～）

日高夏まつり花火募金に協力してください！
日高地域内の事業所等に募金箱を設置しています。
ご協力をお願いします。

《問合せ》日高夏まつり実行委員会（豊岡市商工会
日高支部）☎42-1251

日高夏まつりには、「神鍋線」200円バスが便利です！

■海上アスレチック｢たけのチックラグーン｣
7月1日（金）～８月28日（日）午前９時～午後５時
◆場所　竹野浜海水浴場
◆内容　12のパーツからなる海上遊具で、大人も子ど

もも海上で｢走る｣｢跳ねる｣｢滑る｣「飛び込む」
など楽しく遊べる。

◆利用料金　大人1,500円、子ど
も1,000円（小学生
以上中学生以下）
※繁忙日は500円
増し

《問合せ》たけの観光協会☎47-1080

■城崎温泉　夏物語
７月23日（土）～８月24日（水）午後８時～
◆場所　城崎温泉街
◆内容　｢ゆかたの似合うまち｣の夏の風物詩
夢広場…連日、四所神社境内で、縁日（菓子販売、スー

パーボールすくいなど）が開催される。城
崎泉隊オンセンジャー
ショーなども※雨天決行

夢花火…期間中の平日の午後９時
から開催（10～15日を除
く）。温泉街から見る花火
は情緒満点！

《問合せ》城崎温泉観光協会
　　　　  ☎32-3663
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■柳まつり
８月１日（月）・２日（火）

躍動の夏！どこに行く？

■城崎温泉ふるさと祭り（ゆかたの日）
８月４日（木）午後６時～
◆場所　城崎温泉街
◆内容　露店が温泉街にずらりと並び、花火大会（午

後９時～）をはじめとする楽しいイベントが
盛りだくさん。
※荒天の場合、花火のみ６日（土）

《問合せ》城崎温泉ふるさと祭り実行委員会（豊岡市商
　　　　  工会城崎支部内）☎32-4411

■杞柳製品展示即売会
８月1日（月）午前９時～午後７時
◆場所　本庁舎西ピロティ
◆内容　豊岡の伝統工芸である杞柳製品の展示特売
《問合せ》兵庫県杞柳製品協同組合☎0796-23-3821

■愛宕の火祭り
8月21日（日）午前10時～午後８時30分
◆場所　伊福部神社周辺（出石町中村）
◆内容　無病息災を祈願し、荒縄で束ねた麦わらに火

を付けて振り回す勇壮な「火振り」は圧巻。太
鼓演奏や浦安の舞、景品付き餅まき、各種バ
ザーなど楽しみがいっぱい！

《問合せ》但馬國出石観光協会☎52-4806

 １日（月）
柳の宮例大祭
　柳の宮神社（小田井町）
　（午後４時～４時50分）
神
み こ し

輿の巡行・稚
ち

児
ご

行列
　柳の宮神社～JR豊岡駅前
　（午後４時50分～５時50分）
豊岡おどり（子供連）
　豊岡駅通り
　（午後５時50分～７時）
神輿の巡行
　JR豊岡駅前～柳の宮神社
　（午後７時～９時）
こうのとり音頭
　豊岡駅通り（午後７時10分～８時）
豊岡おどり（大人連）
　豊岡駅通り（午後８時10分～10時）
かばんノミの市・女性会バザー
　本庁舎西側歩行者天国（正午～午後９時30分）
 ２日（火）
花火大会
　主な観覧場所は、豊岡南中学校東側堤防上
　（午後８時～９時）
　※荒天の場合は、３日（水）に順延
花火募金抽選会
　じばさんビル正面玄関前
　（午後６時30分～８時）
豊岡商工会議所青年部フェスティバル
　総合体育館前広場周辺（午後３時～９時30分）
　※ステージイベント、バザーほか

柳まつり花火募金に協力してください！
・金額　１口1,000円
・期限　７月31日（日）
・窓口　豊岡商工会議所、市エコバレー推進課
※協力していただいた方には、すてきなプレゼント
が当たる「花火募金抽選券」（１口１枚）を渡します。

「記念花火」を募集しています
結婚祝、開店祝、就職祝、新築祝など協賛者の氏名
とメッセージを「お祝いチラシ」「商工会議所ホーム
ページ」に掲載。当日、記念花火のコーナーで紹介。
・金額　１口5,000円
・期限　７月13日（水）
・窓口　豊岡商工会議所、市エコバレー推進課

《問合せ》柳まつり実行委員会（豊岡商工会議所内）
　　　　  ☎22-4456

■豊岡 トワイライト ＪＡＺＺ
８月2日（火）午後６時～８時
◆場所　市役所市民広場
◆内容　ワインやビールを飲みながら、ジャズ演奏が

楽しめます。出演は、中嶋由紀トリオwith高
原かな、青木まり子
※少雨決行
※車両通行規制
　午後５時30分～８時30分

《問合せ》豊岡駅通商店街振興組合☎23-2367

■乗って帰ろうデー＆豊岡ライフスタイルデー
8月10日（水）午後６時～９時
◆場所　市役所市民広場、豊岡稽古堂
◆内容　豊岡ノーマイカーデーの周知と公共交通での

通勤を促すことを目的にビアガーデンを開
催。地元野菜や地元事業者のこだわりのメ
ニューが味わえ、豊岡の昔の良さを取り入れ
た「新しい暮らし方」を体験できます。

《問合せ》都市整備課☎23-1712
　　　　  エコバレー推進課☎23-4480

■心に残る音楽の授業＆ユニークな音楽集団による演奏会
8月7日（日）午後１時～４時
◆場所　市民会館文化ホール等
◆内容　・第１部…指導会（合唱、金管楽器、ピアノ等）

幼児から大人まで、音楽に関心のある全て
の方を対象に、プロの演奏家が直接、楽器
の指導（指導を希望する楽器を持参してく
ださい）

　　　　・第２部…指導者による演奏会
　　　　※第１部、第２部とも要申込み
《問合せ》市民会館☎23-0255
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し
て
、
但
東
地
域
の
地
域
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
努
力

す
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

太
田
秀
明

　

ま
た
、
写
真
判
定
装
置
の
導
入

で
、
記
録
は
、
日
本
陸
上
競
技
連

盟
の
公
認
記
録
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
後
、
中
貝
市
長
、
椿

野
市
議
会
議
長
、
玄
武
岩
の
玄

さ
ん
が
、
30
m
を
試
走
。
続
い

て
行
っ
た
記
録
会
で
は
、
小
学

生
、
高
校
生
、
社
会
人
が
参
加

し
、
1
0
0
m
走
、
8
0
0
m
走
、

1
5
0
0
m
走
、
5
0
0
0
m
走
、

走
り
高
跳
び
、
や
り
投
げ
の
競
技

を
行
い
ま
し
た
。

　

豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

「
陸
上
競
技
場
」が
、
全
天
候
型
陸

上
競
技
場
と
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
6
月
4

日
、
新
し
く
な
っ
た
陸
上
競
技
場

の
完
成
を
祝
い
、
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
と
市
民
陸
上
記
録
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
競
技
場
は
、
ト
ラ
ッ
ク

に
ゴ
ム
チ
ッ
プ
ウ
レ
タ
ン
を
舗
装

し
、
雨
天
時
で
も
競
技
が
行
い
や

す
く
な
っ
た
他
、
従
前
の
土
の
ト

ラ
ッ
ク
に
比
べ
、
良
い
記
録
が
期

待
で
き
ま
す
。

〜
但
馬
初
の
全
天
候
型
陸
上
競
技
場
誕
生
〜

 「
陸
上
競
技
場
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
事
業
開
催

〜
6
月
1
日
か
ら
U
タ
ー
ン
勤
務
〜

高
橋
診
療
所
長 

太
田
秀
明
さ
ん
就
任

〜
自
然
や
風
土
を
映
像
に
し
た
た
め
る
〜

風
景
映
像「
豊
岡
ス
ケ
ッ
チ
」完
成

　

こ
の
た
び
、
縁
あ
っ
て
高
橋
診

療
所
に
勤
務
い
た
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
豊
岡
市
城
南
町
の
出
身

で
す
。
こ
れ
ま
で
は
大
阪
府
内
の

大
学
や
病
院
に
勤
務
し
、
専
門
の

小
児
科
を
は
じ
め
、
高
齢
者
医
療

や
緩
和
医
療
、
訪
問
診
療
に
も
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
か
ら
ご
高

齢
の
方
ま
で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
に
寄
り
添
う
気
持
ち
を
大
切
に

　

四
季
折
々
の
風
景
や
出
来
事
が

詰
ま
っ
た
風
景
映
像「
ふ
る
さ
と

ス
ケ
ッ
チ
」。
平
成
23
年
か
ら
地

域
ご
と
に
制
作
し
、
今
回
、
豊
岡

地
域
を
撮
影
し
た「
豊
岡
ス
ケ
ッ

チ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　

撮
影
は
、
但
馬
出
身
の
映
像
作

家
の
藤
原
次
郎
さ
ん
。
ま
る
で
ス

ケ
ッ
チ
を
す
る
よ
う
に
撮
影
さ
れ
、

優
雅
で
流
れ
る
よ
う
な
映
像
は
、

見
る
人
を
引
き
込
み
ま
す
。
こ
の

映
像
は
、
住
む
人
が
地
域
に
誇
り

と
愛
着
を
深
め
、
世
界
の
人
々
へ

本
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
5
月
】

17
日
・
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
避

難
所
運
営
業
務
に
職
員
派

遣（
〜
26
日
）

18
日
・
豊
岡
市
図
書
館
未
来
プ
ラ

ン
検
討
会
議

19
日
・
豊
岡
市
行
政
改
革
委
員
会

25
日
・「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1

　
　
　
6
」参
加

26
日
・
豊
岡
市
地
域
福
祉
計
画
策

定
委
員
会

　
　
・
豊
岡
稽
古
堂
塾
第
3
期
開

講
式

　
　
・
禮イ

エ

山サ
ン

郡グ
ン（
韓
国
）の
郡
守
ら

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を

視
察
の
た
め
来
訪

27
日
・
豊
岡
市
総
合
教
育
会
議

30
日
・
豊
岡
市
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
懇
話
会

【
6
月
】

1
日
・
一
般
社
団
法
人
豊
岡
観
光

イ
ノベー
シ
ョン
設
立

　
　
・
第
2
回
職
場
対
抗「
歩
キ

ン
グ
」選
手
権（
〜
30
日
）

３
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

29
日
）

４
日
・「
陸
上
競
技
場
」リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
事
業
開
催

６
日
・
豊
岡
市
障
害
者
福
祉
計
画

策
定
委
員
会

７
日
・
第
12
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト（
東

京
都
）

▲30ｍの試走式（左から椿野市議会議長、中
貝市長、玄武岩の玄さん）

高橋診療所長
太田秀明

▲新しくなった全天候型の陸上競技場

▲｢豊岡スケッチ｣の映像
※市ホームページ（豊岡市ムービーラ
イブラリー）から閲覧できます。
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昨
年
韓
国
イ
エ
サ
ン
郡
で
放
鳥

さ
れ
た
8
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
か
ら

1
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
で
き
て
、
今

年
の
5
月
20
日
、
2
羽
の
ひ
な
が

誕
生
し
ま
し
た
。

韓
国
で
は
、
1
9
7
1
年
に
ペ

ア
の
オ
ス
が
撃
ち
殺
さ
れ
て
事
実

上
絶
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
外
で
の
ひ
な
誕
生
は
、
少
な
く

と
も
45
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

5
月
20
日
は
、
日
本
の
野
外
で

43
年
ぶ
り
に
ひ
な
が
か
え
っ
た
の

と
同
じ
日
で
す
。
豊
岡
は
そ
の
日

を「
生
き
も
の
共
生
の
日
」と
い
う

記
念
日
に
し
て
い
ま
す
。

5
月
26
日
、
イ
エ
サ
ン
郡
の

フ
ァ
ン
郡
守
が
市
役
所
に
お
越
し

に
な
り
、
ひ
な
誕
生
の
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
な
が
生
ま
れ

た
カ
ッ
プ
ル
の
親
鳥（
ひ
な
の
ジ

イ
ジ
と
バ
ア
バ
）4
羽
の
う
ち
3

羽
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
か

ら
韓
国
に
贈
ら
れ
た
鳥
で
し
た
。

こ
ん
な
会
話
も
あ
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
郡
守「
韓
国
か
ら
日
本

ま
で
飛
ん
で
い
っ
た
鳥
が
死
ん
だ

の
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
で
も

そ
の
際
に
、
豊
岡
の
人
た
ち
が
あ

ち
こ
ち
連
絡
し
て
捜
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

韓
国
で
放
鳥
さ
れ
た
1
羽
が
、

昨
年
11
月
26
日
、
沖
永
良
部
島
に

飛
来
し
た
、
と
の
情
報
が
入
っ
て

き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
色
め
き
、

興
奮
し
、
島
の
町
当
局
に
連
絡
し

て
行
方
を
捜
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

島
の
空
港
で
飛
行
機
の
乱
気
流
に

巻
き
込
ま
れ
て
死
亡
し
た
よ
う
だ

と
の
情
報
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

中
貝「
G
P
S
で
飛
行
経
路
を

見
る
限
り
、
あ
の
鳥
は
本
能
的
に

中
国
の
越
冬
地
を
目
指
し
て
飛
び

立
ち
、
折
か
ら
の
強
風
で
東
に
流

さ
れ
な
が
ら
飛
び
続
け
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
途
中
に
島
は
あ
り

ま
せ
ん
。
迷
い
に
迷
い
な
が
ら
飛

び
続
け
、
や
っ
と
見
つ
け
た
陸
地

が
沖
永
良
部
で
し
た
。
し
た
が
っ

て
あ
の
鳥
は
、
絶
望
の
う
ち
に
死

ん
だ
の
で
は
な
く
、
生
き
る
希
望

の
中
で
死
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
せ
め
て
も
の
こ
と
で
し
た
。

沖
永
良
部
の
人
々
に
は
自
ら
を
責

め
な
い
で
く
だ
さ
い
と
話
し
て
い

ま
す
」。

フ
ァ
ン「
私
も
、
悲
し
む
よ
り

韓
国
の
鳥
が
日
本
ま
で
飛
ん
だ
こ

と
を
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
」。

友
あ
り
遠
方
よ
り
来
る
、
で
す
。

祝
ひ
な
誕
生
！

104

条
約
湿
地
で
あ
る
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の

戸
島
湿
地
で
、湿
地
生
態
系
保
全

の
取
組
み
を
視
察
。そ
の
後
、本
庁

舎
で
中
貝
市
長
と
会
談
し
ま
し
た
。

会
談
で
、黄
郡
守
は「
豊
岡
か
ら
は
、

学
ぶ
こ
と
が
多
い
」と
話
し
、市
長

は「
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。た
く
さ

ん
学
ん
で
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。コ
ウ
ノ
ト
リ
が
つ

な
ぐ
日
韓
の
架
け
橋
は
、こ
れ
か

ら
も
広
が
り
続
け
ま
す
。

　

5
月
26
日
、韓
国
で
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
野
生
復
帰
に
取
り
組
む
忠チ
ュ
ン

清チ
ョ
ン

南ナ
ム

道ド

禮イ
エ

山サ
ン

郡グ
ン

か
ら
、黄フ
ァ
ン 
全ソ
ン

奉ボ
ン

郡
守

を
は
じ
め
と
す
る
視
察
団
が
来
訪

し
ま
し
た
。本
市
と
禮
山
郡
は
、平

成
25
年
に「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
に
関
す
る
友
好
交
流
合
意
」を

締
結
し
て
い
ま
す
。

　

同
団
は
、県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
公
園
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

で
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
増
殖
の

説
明
を
受
け
た
他
、ラ
ム
サ
ー
ル

　

５
月
25
日
か
ら
６
月
５
日
ま

で
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
、
カ
ナ
ダ
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学

の
学
生
と
の
国
際
文
化
交
流
を
図

る「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
：
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
同
大
学
准
教
授
の
野

呂
博
子
さ
ん
と
本
市
芸
術
文
化
参

与
の
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
。
同
大
学

で
日
本
語
を
学
ぶ
７
人
の
学
生
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
推
進

事
業
モ
デ
ル
校
の
三
方
小
学
校
で

〜
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
の
学
生
が
芸
術
文
化
で
国
際
交
流
〜

「
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
：
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」開
催

〜
韓
国
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
を
視
察
〜

　
韓
国
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
初
放
鳥
の
地「
忠
清
南
道
禮
山
郡
」の
郡
守
来
訪

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育

を
小
学
生
と
一
緒
に
受
け
た
り
、

城
崎
温
泉
の
旅
館
で
の
就
業
体
験

や
市
内
各
所
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
滞
在

中
に
気
付
い
た
日
本
の
文
化
的
要

素
を
ド
ラ
マ
化
し
た
日
本
語
劇
を

創
作
し
、
最
終
日
に
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
事
業
は
、

他
の
海
外
の
大
学
に
も
参
加
を
促

し
、
大
学
の
単
位
取
得
可
能
な
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
実
施
を

目
指
し
ま
す
。

▲コウノトリ文化館を視察する黄郡守（左から
3人目）ら

▲滞在中に気付いた日本の文化的要素を日本語劇
で発表するビクトリア大学生ら
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市
政
の
動
き

　
6
月
定
例
会
報
告

市
長
総
括
説
明
から

　

6
月
3
日
、
平
成
28
年
第
2
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
全
国
市
議
会
議
長
会

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
議
員
に
お
祝

い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
①
熊
本
地
震
の
対
応

②
但
東
中
学
校
の
3
年
生
が
、
東

京
へ
の
修
学
旅
行
で
豊
岡
を
P
R

し
た
こ
と
③
韓
国
で
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
ひ
な
が
誕
生
し
た
こ
と
―
を
報

告
し
た
後
、
当
面
す
る
市
政
の
諸

課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主
な

も
の
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

○
円
山
川
河
川
整
備
事
業（
来
日

　

川
合
流
部
パ
ラ
ペ
ッ
ト
工
事
）

　

現
在
、
国
に
よ
り
城
崎
大
橋
か

ら
奈
佐
小
橋
ま
で
の
円
山
川
左
岸

特
殊
堤（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）整
備
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
来
日
川

合
流
部
で
は
、
円
山
川
の
洪
水
高

に
合
わ
せ
、
来
日
川
護
岸
の
嵩か
さ
あ上

げ
と
、
来
日
橋
の
架
け
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

本
年
度
は
①
円
山
川
河
川
内
へ

の
仮
設
桟
橋
の
設
置
②
結
和
橋
左

岸
ス
ロ
ー
プ
の
一
時
撤
去
に
伴
う

仮
設
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
③
宮
代
川

樋
門
の
設
置
―
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
高
橋
診
療
所
の
新
所
長
就
任

　

高
橋
診
療
所
の
新
田 

誠
医
師

が
3
月
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
後
任
に
太
田
秀
明
医
師
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

　

5
月
13
日
に「
平
成
28
年
度
豊

岡
市
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
」の
答
申
を

受
け
、
条
例
の
一
部
改
正
案
を
今

議
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
医
療
費
は
、
昨
年
度

実
績
と
比
較
し
て
4
・
0
％
の
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
国
保
税
額

の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
繰
越
金

見
込
額
の
2
分
の
1
相
当
額
の

1
億
2
2
0
0
万
円
と
国
民
健
康

保
険
財
政
調
整
基
金
の
1
億
円
を

充
て
、
被
保
険
者
1
人
当
た
り
の

税
額（
基
礎
課
税
分
・
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
・
介
護
納
付
金
分
）

は
、
対
昨
年
度
比
9
・
8
％
増
の

10
万
9
6
4
3
円
に
な
り
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
状
況

　

工
事
の
進
捗
状
況
は
、
4
月
30

日
現
在
で
、
計
画
値
95
・
7
％
に

対
し
96
・
2
％
で
す
。

　

今
後
、
外
構
工
事
等
を
終
え
、

7
月
末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

○
但
東
シ
ル
ク
温
泉
や
ま
び
こ
の

　
　
　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

今
年
1
月
か
ら
行
っ
て
き
た
改

修
工
事
の
う
ち
、
温
泉
館
と
本
館

宿
泊
棟
の
工
事
が
、
5
月
23
日
に

完
了
し
、
翌
24
日
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
旧
事
務

所
部
分
の
改
修
、
別
館
の
外
壁
修

繕
を
行
い
、
7
月
29
日
に
は
全
て

の
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

今
議
会
に
、
改
修
に
伴
う
利
便

性
の
向
上
に
合
わ
せ
、
施
設
の
利

用
料
金
の
限
度
額
等
を
改
定
す
る

条
例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
外
国
人
観
光
客
の
動
向

　

昨
年
の
外
国
人
宿
泊
者
数

は
、
3
万
4
3
1
8
人（
前
年
比

約
2
・
3
倍
）と
大
幅
な
増
加
で

す
。
今
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
は
、

1
万
5
4
2
人（
前
年
同
期
比
1
・

88
倍
）で
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
欧
州
市
場
に
加
え
、

米
国
お
よ
び
豪
州
市
場
へ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
す
る
他
、
成

長
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
誘

客
も
目
指
し
ま
す
。

○
豊
岡
版
D
M
O
の
設
立

　

6
月
1
日「
一
般
社
団
法
人
豊

岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」を
設

立
し
ま
し
た
。
設
立
目
的
は「
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
当

該
地
域
の
関
係
者
の
力
を
結
集
し
、

顧
客
視
点
に
立
ち
、
地
域
の
魅
力

を
再
編
集
し
て
、
地
域
の
稼
ぐ
力

を
引
き
出
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と
」で
す
。
特

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込

み
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

外
国
人
宿
泊
者
数
の
目
標
は
、

2
0
2
0
年
で
10
万
人
と
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
、
1
人
当
た
り

の
観
光
消
費
額
、
平
均
滞
在
日
数

な
ど
の
目
標
も
設
定
し
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策

　

昨
年
度
の
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
は
、

7
2
9
3
頭
で
、
平
成
26
年
度
の

6
5
8
9
頭
を
大
き
く
上
回
り
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
、
わ
な
猟
に
よ
る
シ

カ
捕
獲
専
任
班
を
2
班
か
ら
3
班

体
制
に
再
編
成
し
、
銃
猟
に
よ
る

シ
カ
捕
獲
専
任
班
は
1
班
19
人
を

2
班
に
再
編
成
し
ま
す
。
本
年
度

も
引
き
続
き
、
捕
獲
目
標
頭
数

6
5
0
0
頭
を
達
成
で
き
る
よ
う
、

捕
獲
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
宵
田
商
店
街
活
性
化
事
業

　

昨
年
度
、
宵
田
商
店
街
は
、
県

の「
商
店
街
の
活
性
化
と
ま
ち
の

再
整
備
に
よ
る
賑
わ
い
の
ま
ち
づ

く
り
」事
業
の
モ
デ
ル
商
店
街
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
地

元
の
関
係
者
が
中
心
と
な
り「
ま

ち
な
か
再
生
協
議
会
」を
設
立
し
、

カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
取
組
み
を

中
心
に
観
光
客
の
増
加
な
ど
を
図

る
具
体
的
方
策
を
探
り
ま
す
。

　

市
も
協
議
会
に
対
し
、
県
に
随

伴
し
て
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
、

今
議
会
に
補
正
予
算
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

○
豊
岡
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管

　

理
に
関
す
る
条
例
の
改
正
漏
れ

　

昨
年
度
解
体
し
た
市
営
中
山
神

田
住
宅
に
つ
い
て
、
条
例
か
ら
削

除
す
る
条
例
改
正
手
続
き
が
漏
れ

て
い
た
た
め
、
今
議
会
に
同
条
例

の
改
正
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま

に
対
し
、
深
く
お
詫
び
を
申
し
あ

げ
ま
す
。
今
後
は
、
適
正
な
事
務

処
理
に
努
め
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

　
　
「
豊
岡
道
路
」の
新
規
事
業
化

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の（
仮

称
）豊
岡
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
公
立
豊
岡
病
院
に
近
接
す
る

（
仮
称
）豊
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
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U
タ
ー
ン
推
進
策
を
策
定
・
実
施

②
高
校
生
に
対
し
市
内
企
業
の
見

学
や
経
営
者
な
ど
に
よ
る
講
話
③

ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
豊
岡
を
よ
り
訴
求
力

の
あ
る
も
の
に
改
修
④
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
活
用
し
豊
岡
出
身

の
若
者
に
豊
岡
の
情
報
を
定
期
的

に
届
け
る
仕
組
み
の
構
築
―
を
行

い
ま
す
。

　

今
議
会
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
み

を
強
化
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
4
月

以
降
、
新
た
に
城
崎
、
竹
野
、
豊

岡
地
域
に
各
1
人
加
わ
り
、
現
在

9
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
7
月

に
は
、
さ
ら
に
城
崎
地
域
に
1
人

の
委
嘱
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
充

足
し
て
い
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
整
備

　

す
で
に
設
置
済
み
の
但
東
中
学

校
を
除
く
中
学
校
の
普
通
教
室
お

よ
び
特
別
教
室
等
に
、
空
調
設
備

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成
30
年

夏
か
ら
の
全
校
一
斉
稼
動
を
目
指

し
、
本
年
度
は
実
施
設
計
を
行
い
、

来
年
度
か
ら
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
高
齢
者
の
学
び
の
拠
点
等

　
　
　
　
　

事
業
化
可
能
性
調
査

　

但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学

院
は
、
市
街
地
か
ら
離
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
学
院
生
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
経

費
の
増
加
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
市
街
地
は
空
き
店

舗
が
多
く
、
将
来
的
に
も
さ
ら
な

る
空
洞
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
交
通
利
便
性
の
高
い
中
心
市

街
地
に
高
齢
者
の
学
び
の
拠
点
を

移
し
、
併
せ
て
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
も
寄
与
で
き
る
機
能
を

持
っ
た
施
設
整
備
に
向
け
、
可
能

性
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
市
民
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　
「
式
町
水
晶
ハ
ー
ト
フ
ル

　
　
　
　
　
　
　

 

コ
ン
サ
ー
ト
」

　

脳
性
麻
痺
な
ど
に
よ
る
障
が
い

と
闘
い
な
が
ら
バ
イ
オ
リ
ン
の
演

奏
活
動
を
さ
れ
て
い
る
式し
き

町ま
ち

水み
ず

晶き

さ
ん
の
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

を
7
月
31
日
に
開
催
し
ま
す
。　

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て
、

障
が
い
者
や
東
日
本
大
震
災
に
起

因
す
る
人
権
問
題
、
い
の
ち
へ
の

共
感
な
ど
を
考
え
ま
す
。

○
植
村
直
己
冒
険
賞

　
　
　
　
　
　

20
周
年
記
念
事
業

　

植
村
直
己
冒
険
賞
は
、
本
年
度

20
回
目
の
授
賞
式
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
節
目
に
、
歴
代
の
受
賞
者

を
本
市
に
招
き
、
講
演
会
や
交
流

事
業
な
ど
を
8
月
に
実
施
し
ま
す
。

○
永
楽
館
歌
舞
伎

　

永
楽
館
歌
舞
伎
の
公
演
期
間
を

1
日（
2
回
公
演
）追
加
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
、
こ
の
追
加
に
係
る

補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　

に
向
け
た
取
組
み

　

2
0
2
0
年
の
大
会
に
向
け
、

仏
や
欧
米
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
円

山
川
城
崎
漕
艇
場
に
ボ
ー
ト
競
技

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
活
動
を

行
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
大

会
の
競
技
種
目
に
選
定
さ
れ
た
際

に
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
も
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

構
想
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
本

市
は
、
モ
ン
ゴ
ル
と
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
の
登
録
を
目
指
し
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
同
国
の
ボ
ク
シ

ン
グ
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘

致
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
《
市
政
の
運
営
》

○
地
方
創
生
総
合
戦
略

　
　
　
　
　
　
　

第
2
版
の
策
定

　

昨
年
10
月
30
日
、
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
第
1
版
を
策
定
し
ま
し

た
。
第
2
版
は
、
戦
略
体
系
図
の

整
理
を
は
じ
め
、
事
業
推
進
に
当

た
っ
て
の
成
果
指
標
と
な
る
重
要

業
績
評
価
指
標（
K
P
I
）の
設
定

や
、
主
要
事
業
を
本
年
度
の
事
業

に
置
き
換
え
ま
す
。

○
合
橋
地
域
づ
く
り
事
業

　
「
合
橋
地
域
づ
く
り
の
会
」は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
し
て

平
成
26
年
2
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
同
会
は
、
国
の
過
疎

地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形

成
支
援
事
業
を
利
用
し
、
地
域
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
協
力
の
下
、
大

学
と
の
連
携
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

提
供
の
た
め
の
拠
点
整
備
を
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
今
議
会
に
、
事

業
に
必
要
な
補
正
予
算
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

○
長
期
財
政
見
通
し

　

長
期
財
政
見
通
し
は
、
平
成
26

年
度
決
算
額
を
基
本
に
、
一
般
財

源
ベ
ー
ス
で
平
成
40
年
度
ま
で
の

15
年
間
を
見
通
し
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
一
般
財
源

ベ
ー
ス
で
毎
年
度
約
16
億
円
、
事

業
費
ベ
ー
ス
で
毎
年
度
約
50
億
円

を
見
込
ん
で
算
定
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
慎
重
な
財
政
運
営
を
心

掛
け
ま
す
。

ま
で
の
2
㎞
の
区
間
が「
豊
岡
道

路
」と
し
て
、
新
規
事
業
化
さ
れ

ま
し
た
。
国
で
は
、
本
年
度
1
億

円
の
事
業
費
が
予
算
計
上
さ
れ
、

測
量
調
査
設
計
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
八
鹿
氷
ノ
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら（
仮
称
）日
高
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
八
鹿
日
高

道
路
は
、
本
年
度
末
に
供
用
開
始

予
定
で
す
。

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
70

　

昨
年
度
の
但
馬
空
港
利
用
者
数

は
2
万
9
3
6
2
人
。
3
年
連
続

で
前
年
度
の
記
録
を
上
回
り
、
開

港
以
来
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
乗
継
利
用
者
数
も
3

年
連
続
で
1
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
地
域
活
性
化
と
大

交
流
の
実
現
に
必
要
不
可
欠
な
、

東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
、
本

市
の
認
知
度
向
上
と
魅
力
発
信
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
航
空
需
要
を

拡
大
す
る
取
組
み
を
、
航
空
会
社

や
首
都
圏
自
治
体
と
の
協
働
で
実

施
し
ま
す
。

○
U
タ
ー
ン
の
推
進

　

今
年
4
月
、
本
市
に
U
I
タ
ー

ン
戦
略
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
現

在
、
人
口
社
会
減
の
抑
制
に
向
け

た
市
の
事
業
全
体
の
精
査
を
横
断

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
早
急

に
①
学
識
者
、
市
内
企
業
と
共
に

ナ
ナ
マ
ル
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6
月
11
日
、
日
高
文
化
体
育
館
で
、
第
20
回
と
な
る
2
0
1
5「
植
村

直
己
冒
険
賞
」授
賞
式
・
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
本
多
有
香
さ
ん（
カ
ナ
ダ
・
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
在
住
）は
約

8
5
0
人
の
市
民
ら
の
前
で
、
犬
と
の
生
活
や
犬
ゾ
リ
レ
ー
ス
に
挑
戦

し
続
け
る
人
生
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5

　
「
大
自
然
の
中
で
犬
と
暮
ら
し
、

自
分
が
育
て
た
犬
た
ち
と
走
り
た

い
！
」と
強
く
願
っ
て
い
た
本
多

さ
ん
。
25
歳
の
時
、
犬
ゾ
リ
レ

ー
ス
の
マ
ッ
シ
ャ
ー（
犬
ゾ
リ
使

い
）に
な
る
た
め
、
日
本
か
ら
カ

ナ
ダ
へ
渡
り
、
17
年
間
修
業
を
重

ね
ま
し
た
。
2
0
1
2
年
に
は
カ

ナ
ダ
・
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
の
森
を

切
り
開
き
、
自
身
の
住
む
小
屋
と

26
頭
の
犬
た
ち
の
小
屋
を
作
り
ま

し
た
。
雪
の
季
節
に
な
る
と
、
原

野
を
犬
と
共
に
思
い
切
り
走
り
、

2
0
1
2
年
2
月
に
は
日
本
人
女

性
と
し
て
は
初
と
な
る
犬
ゾ
リ

レ
ー
ス「
ユ
ー
コ
ン
ク
エ
ス
ト
」

1
6
0
0
㎞
を
完
走
し
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
の
椎
名　

誠
さ
ん
か

ら
は「
結
果
よ
り
も
冒
険
の
プ
ロ

セ
ス
を
評
価
し
た
」と
選
考
評
が

あ
り
、
中
貝
市
長
は「
育
て
た
犬

と
ど
こ
ま
で
も
走
る
た
め
に
、
単

身
で
挑
戦
し
て
い
る
人
生
そ
の
も

の
が
冒
険
だ
」と
称
賛
し
ま
し
た
。

　

盾
と
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
る
と

本
多
さ
ん
は「
こ
の
賞
が
も
ら
え

て
良
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
受
賞

を
喜
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
会「
犬
と
走

る
よ
ろ
こ
び
」は
、
冒
険
家
ら
で

つ
く
る「
地
平
線
会
議
」代
表
世
話

人
の
江
本
嘉
伸
さ
ん
と
の
対
談
形

式
で
実
施
。
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
映

し
な
が
ら
、
普
段
の
犬
た
ち
と
の

暮
ら
し
や
、
過
酷
な
レ
ー
ス
で
の

苦
労
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
過
酷

な
レ
ー
ス
で
も「
犬
と
一
体
と
な

り
走
る
感
覚
が
た
ま
ら
な
い
」と

喜
び
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

授
賞
式
終
了
後
に
は
、
植
村
直

己
さ
ん
の
出
身
地
区
で
あ
る
国
府

地
区
公
民
館
に
会
場
を
移
動
し
、

第
9
回
と
な
る「
植
村
直
己
冒
険

賞
」受
賞
者
を
囲
む
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
地
元
区
長
会
と
公
民

館
の
皆
さ
ん
な
ど
約
1
0
0
人
が

心
の
こ
も
っ
た
手
料
理
で
本
多
さ

ん
を
も
て
な
し
、
授
賞
式
で
は
聞

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
話
や
植

村
直
己
さ
ん
の
思
い
出
話
な
ど
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
植
村
直
己
冒
険
賞
」
授
賞
式
・
記
念
講
演
会

過
酷
な
レ
ー
ス
も

　
　 

犬
と
一
緒
に
走
る
こ
と
に
喜
び

▲賞贈呈後の記念撮影（左から椎名さん、本多さん、中貝市長）

▲府中小学校によるオープニング

▲江本さんの質問に笑顔で答える本多さん▲カナダの体験談を紹介した記念講演会
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5
月
25
日
、
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
や
地
区
同
士
で
住
民
の

ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
を
競
う「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
6
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
に
向
け

た
き
っ
か
け
づ
く
り
や
住
民
の
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と
し
た
住
民

総
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

本
市
で
は
、
歩
キ
ン
グ
や
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
X
、
ご
み
拾
い
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
、
7
万
8
人（
82
・

6
%
）が
参
加
。
過
去
最
高
の
参
加
率
で
し
た
が
、
惜
し
く
も
、
由
利
本

荘
市（
秋
田
県
）に
惜
敗
し
、
国
内
相
手
で
3
年
連
続
の
勝
利
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
初
と
な
る
海
外
相
手
と
の
対
戦
で
は
、
ア
ル
・
シ
ャ

ル
キ
ア（
オ
マ
ー
ン
王
国
）に
圧
倒
的
な
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21

9
0
2
3

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
6

過
去
最
高
の
参
加
率
も
由
利
本
荘
市
に
惜
敗
!!
　

7
校
区
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

が
参
加
し
ま
し
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
二
つ
に
分
け
、
校
区
ご
と
の
参

加
者
数
を
競
い
ま
し
た
。

①玄さんとチャレンジデー（ボクサ
サイズ）②ロープジャンプＸ③スポ
ーツごみ拾い④グラウンド・ゴルフ
⑤対戦相手の勝利を称え相手自治体
の旗を庁舎のメーンポールに１週間
掲揚⑥竹野潮風ふれあい歩キング⑦
出石鸛見ふれあい歩キング

校
区
対
抗
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ご
み
拾
い

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ

　

5
人
以
内
で
、
1
時
間
以
内
に

拾
っ
た
ご
み
の
重
さ
を
競
い
ま
す
。

《
順
位
》
①
江
本
な
か
よ
し
5
人

組
②
み
ち
草
2
③
豊
岡
地
区
ス

マ
イ
ル
※
25
チ
ー
ム
参
加

　

3
人
以
上
の
大
縄
跳
び
。「
人
数

×
跳
ん
だ
回
数
」を
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
競
い
ま
す
。

《
順
位
》
①
中
学
ガ
ー
ル
ズ
②

m

マ

ー

ク

a
rk

2
③
コ
ウ
ノ
ト
リ

P

ポ

リ

ス

O
LICE N

※
68
チ
ー
ム
参
加

　

1
日
に
歩
い
た
歩
数
を
競
い
ま

す
。
団
体
は
1
チ
ー
ム
5
人
で
す
。

《
順
位
・
個
人
》
①
中
尾
法
男
②

伊
地
智
京
子
③
浜
崎
早
苗
※
61

人
参
加

《
順
位
・
団
体
》
①
み
ち
草
A
②

み
ち
草
B
③
み
ち
草
C
※
15
チ

ー
ム
参
加

順位 校区 参加者数
１ 新田 319 人
２ 日高・静修 306 人
３ 三江 206 人
４ 国府 95 人

順位 校区 参加者数
１ 中筋 139 人
２ 奈佐 81 人
３ 高橋 30 人

《カテゴリー１の順位》

《カテゴリー２の順位》

市名 人口 参加者数 参加率

豊岡市 84,761 人 70,008 人 82.6％

由利本荘市 80,667 人 66,810 人 82.8％

アル・シャルキア 60,000 人 ̶ 20.6％

《チャレンジデー 2016 の結果》

※アル・シャルキアの参加者数は不明

と
よ
お
か
歩
キ
ン
ピ
ッ
ク

2

3

5

6

7

4

1
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　平成29年４月にスタートする地域コミュニティ。各
地区でその運営を支えるのが地域マネージャーで
す。現在、その候補者として公民館主事が研修を
受けるなど、準備が進んでいます。
　６月３～４日の合宿研修では、参加した24人が講

義やフィールドワーク、業務の棚卸し
作業を通して学び合いました。寝食
を共にして共同作業を行い、意見を
交換するなど切磋琢磨しています。

《問合せ》コミュニティ政策課☎21-9020

合宿研
修

ルポ

公民館事業の棚卸し

フィールドワーク（まちむらたんけん）

地域コミュニティを進めるに当たっては、地域を見つめ直し、現
状を棚卸しすることが必要。それぞれ地域の状況を報告し、課
題を整理、今後の作業につなげます。

地域を歩くと新しい発見がある。そして見
たこと、聞いたことをまとめる。一連の流れ
を学ぶ。真剣です。

地域づくりの主役は地域の皆さんです。
一人一人が持っている力を地域コミュニティに寄せてください。

一
体
感
も
生
ま
れ
、
心
も
通
う

㊤
神
鍋
山
で
記
念
撮
影

㊨
夕
食
で
交
流
。
気
持
ち

も
通
じ
る
。

⋠㧛ᣣع
٠⻠Ṷ㧤ၞࠦߗߥߪࠅߊߠࠖ࠹࠾ࡘࡒᔅⷐ߆ߩߥ
㧓ߣ߹ޔ߈ࠆߜ߹㧒ࠢࡢ࠼࡞ࠖࡈ٠
٠ᵹળޔᗧ឵
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家
庭
内
に
潜
む
危
険
因
子
！

　
　
　
　
　

高
齢
者
は
要
注
意
！

▼
転
倒　

高
齢
者
の
け
が
で
1
番

　

多
い
の
が
、
家
庭
内
で
の
転
倒

　

や
転
落
で
す（
高
齢
者
の
け
が

　

の
約
80
％
）。
滑
り
や
す
い
廊

　

下
や
階
段
な
ど
の
段
差
で
発
生

　

し
て
い
ま
す
。

〔
予
防
方
法
〕
段
差
に
は
手
す
り

　

や
滑
り
止
め
を
設
置
す
る
▽
滑

　

り
に
く
い
履
物
を
選
ぶ
▽
夜
間

　

は
足
元
を
明
る
く
す
る

　

日
常
生
活
で
、
け
が
を
し
そ
う
に
な
っ
て「
ヒ
ヤ
ッ
」と
し
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？　

け
が
や
病
気
の
中
に
は
、
少
し
の
注
意
や
心
掛
け

で
防
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
急
を
要
す
る
初
期
症
状
に
早
く

気
付
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
救
急
車
を
呼
ば
な
く
て
は
な
ら

な
い
よ
う
な
、
け
が
や
病
気
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を「
予
防
救
急
」と
い
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
消
防
署
救
急
係
☎
24

8
0
3
8

始
め
よ
う
予
防
救
急

　
　
　
　
〜
予
防
救
急
カ
レ
ン
ダ
ー
を
始
め
ま
し
た
〜

▼
入
浴
中
の
事
故　

入
浴
は
、
高

　

齢
者
や
持
病
の
あ
る
方
の
身
体

　

に
大
き
な
負
担
を
掛
け
ま
す
。

　

外
気
が
冷
え
込
む
季
節
は
要
注

　

意
で
す
。
気
温
と
湯
温
と
の
差

　

が
大
き
い
と
、
血
圧
が
上
下
し
、

　

心
疾
患
や
脳
疾
患
を
発
症
し
た

　

り
意
識
を
失
う
こ
と
が
あ
り
、

　

場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至
る
こ

　

と
も
あ
り
ま
す
。

▼
食
事
中
の
窒
息
・
誤ご

嚥え
ん　

加
齢

　

と
と
も
に
食
物
を
か
む
力
や
飲

　

み
込
む
機
能
が
低
下
す
る
た
め
、

　

食
事
中
に
喉
に
物
が
詰
ま
る
と

　

い
っ
た
、
窒
息
や
誤
嚥
が
発
生

　

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
餅

　

や
こ
ん
に
ゃ
く
、
刺
身
な
ど
は

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
予
防
方
法
〕
食
材
を
細
か
く
切

　

り
飲
み
込
み
や
す
く
す
る
▽
硬

　

い
物
や
か
み
き
れ
な
い
食
材
は

　

避
け
る
▽
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん

　

で
食
べ
る
▽
飲
み
物
を
準
備
し

　

て
お
く

市内の救急件数が
増えています！

　昨年は過去最多の
4,025件の救急出場があ
りました。
　１日当たり1 1件の割
合で救急車は出場し、
3,707人を搬送しています。

高齢者の救急事故が増加！

　全体の搬送人員のうち、
60％以上が高齢者（65歳
以上）となっています。
　 昨 年は総 搬 送 人 員
3,707人のうち2,406人が高
齢者であり、全体の約65％
と増加傾向にあります。

平成23年
3,810
3,551

出場件数
搬送人員

平成24年
3,736
3,479

平成25年
3,744
3,474

平成26年
3,774
3,527

平成27年
4,025
3,707

3,100
3,200
3,300
3,400
3,500
3,600
3,700
3,800
3,900
4,000
4,100

出場件数　 　　搬送人員

搬送人員　 　　高齢者

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000
（人）

3,479 3,474 3,527
3,7073,551

2,132
（60.4%）

2,211
（63.5%） 2,094

（60.3%）
2,219

（62.9%）
2,406

（64.9%）

こんな症状は要注意 !!　迷わず救急車を！

予防救急カレンダーを
　　　　　　　　始めました！

　消防本部では「予防救急」を市
民の皆さんに知ってもらうため
『ことわざから学ぶ予防救急カ
レンダー』を作成しました。
　年間計６枚（２カ月ごと）で、
その季節に合った内容の予防救
急を、ことわざの解説に合わせ
て紹介しています。
　消防本部ホームページからダ
ウンロードもできます。
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本
市
は
、
か
な
書
道
界
に
大
き

な
功
績
を
残
し
た
仲
田
光こ
う

成せ
い

の
生

誕
地
で
す
。

　

こ
の
功
績
を
記
念
す
る
と
と
も

に
、
か
な
書
の
普
及
と
地
域
文
化

高
揚
の
た
め「
仲
田
光
成
記
念 

第

16
回
豊
岡
全
国
か
な
書
展
」を
開

催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
期
間

　

9
月
5
日（
月
）〜
7
日（
水
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
出
品
料

▽
一
般
部
…
3
千
円

▽
高
校
生
部
…
5
0
0
円

▽
小
・
中
学
生
部
…
無
料

■
会
期

　

11
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）

■
会
場

　

総
合
体
育
館

※
募
集
要
項
は
、
実
行
委
員
会
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
・
搬
入
場
所
》
豊
岡
全

　

国
か
な
書
展
実
行
委
員
会
事
務

　

局（
竹
野
振
興
局
内
）

　

☎
47

1
1
1
1

　

FAX 

47

1
8
5
0

か
な
書
展
特
別
企
画

「
絵
て
が
み
・
押
し
花
募
集
」

テ
ー
マ　
『
但
馬
の
四
季
』

　

作
品
は
は
が
き

（
は
が
き
サ
イ
ズ
）

で
１
人
１
枚
。
絵
、

色
、紙
貼
り
、押
印
な
ど
は
自
由
。

出
品
料
は
無
料
。
募
集
チ
ラ
シ

に
氏
名
等
を
記
入
し
、
作
品
と

共
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
先
、
応
募
期
間
は
、
か

な
書
展
に
同
じ
。
作
品
は
豊

岡
全
国
か
な
書
展
会
場
内
に

展
示
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

仲
田
光
成
記
念

豊
岡
全
国
か
な
書
展 

作
品
募
集

部
門 幼児 小学生 中学生 高校生 一般１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

指
定
課
題
さ か

い
や
ま

わ
か
め
　

羽
ば
た
き

山
の

空
気

秋
の
雲
海

大
空
を
舞
う

指定なし

作
品
規
定

半紙 半切４分
の１

半切
（縦書きに限る。散らし
貼りの場合は８枚まで）

半切･２×６
（縦横自由）

書
体 楷

かい
書
しょ 楷書また

は行書 かな・漢字かな交じり書

第15回書展の様子

出張！！ 女性のための働き方セミナー
起業を目指す第一歩を踏み出しませんか
　特技を生かして“起業”を目指す皆さん!!
　「何からスタートしたら良いのか分からな
い…」と思っていませんか？　起業をサポ
ートしている講師のアドバイスで、夢への
第一歩を踏み出しましょう。

▼内　容　少人数制のセミナー。起業に必要な基
礎知識やプランの立て方を学びます。

▼テーマ　夢をカタチに！「女性のための起業入門」
▼講　師　日本政策金融公庫　古川隆三さん
▼対　象　起業を目指す女性（子育て中の方大歓迎）
▼定　員　先着８人（参加費無料、事前申込要）
▼申込期間　６月27日（月）～７月７日（木）
▼申込方法　氏名、年齢、連絡先、セミナーの中

で特に聞いてみたいこと、一時保育
（原則、１歳以上就学前の幼児で、名
前・年齢・性別／無料）の要否を電
話または窓口で申込み

▼その他　県立男女共同参画センターとの共催事
業

《申込み・問合せ》生涯学習課☎23-0341または子
育て総合センター☎24-4604 

日時　7月13日（水）午後１時30分～３時
場所　豊岡市民プラザ　練習室Ａ
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参議院議員通常選挙

議会報告会

期日前投票
　投票日当日に都合で投票所に行けない方は、期日
前投票ができます。
▼期間　７月９日（土）まで（各振興局庁舎は２日～）
▼時間　午前８時30分～午後８時
▼場所　本庁舎および各振興局庁舎
※期日前投票では、宣誓書の記入が必要です。
※できるだけ入場券を持参してください。
※投票日当日は入場券に記載の投票所でのみ投票可

　市議会の活動報告を行い、市民の皆さんから意見
を伺う｢議会報告会｣を開催します。
　誰でも、どの会場でも参加できますので、気軽に
お越しください。

議員の班編成を変更
　議員の異動により、５月発行のとよおか
し議会だより第56号17ページ掲載の班編成
を次のとおり変更します。

投票日　7月10日（日） 午前７時～午後８時
（一部閉鎖時刻を繰り上げる投票所あり）

新
生
き
も
の
イ
キ
イ
キ
観
察
記
⑤

　
〜
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
〜

こ
こ
に
挙
げ
た
以
外
に
、
平
地
で

見
ら
れ
る
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
に
は
、

サ
ク
ラ
の
古
木
に
い
る
チ
ビ
ク
ワ

ガ
タ
、
樹
液
に
集
ま
る
ネ
ブ
ト
ク

ワ
ガ
タ
が
い
ま
す
。

　

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を
採
る
に
は
、

樹
液
が
た
く
さ
ん
出
る
木
を
あ
ら

か
じ
め
見
つ
け
て
お
く
こ
と
。
そ

こ
に
は
昼
間
で
も
カ
ナ
ブ
ン
や
チ

ョ
ウ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
虫
が
集
ま

っ
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
夜
に

行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
に
、

夜
の
街
回
り
を
す
る
場
合
は
、
光

に
集
ま
る
習
性
が
あ
る
の
で
、
谷

間
に
あ
る
自
動
販
売
機
や
街
灯
な

ど
も
狙
い
目
で
す
。
最
後
に
、
糖

蜜
採
集
に
挑
戦
で
す
。
黒
砂
糖
と

イ
ー
ス
ト
、
ビ
ー
ル
を
混
ぜ
て
煮

詰
め
た
も
の
を
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の

生
息
す
る
エ
リ
ア
に
設
置
す
れ

ば
、
と
て
も
い
い
匂
い
に
ク
ワ
ガ

タ
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
ビ
ー
ル
は
う
っ
か
り
飲
ん
で

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
夏
は
、
ク
ワ
ガ

タ
ム
シ
を
家
族
で
探
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

（
写
真
・
文　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ウ
ノ

ト
リ
市
民
研
究
所　
上
田
尚
志
）

ミヤマクワガタ

《問合せ》選挙管理員会☎23-5454

《問合せ》議会事務局☎23-1119

投票用紙・
文字の刷色

投票用紙に
記入する内容

投票用紙の
交付の順序

選
挙
区

薄い黄色の用
紙・黒色文字
印刷

｢候補者名｣ 最初に交付

比
例
白色の用紙・
赤色文字印刷

｢候補者名｣
または
｢政党名｣

選挙区選挙の
投票終了後に
交付

議員名

１
班
◎奥村忠俊〇浅田　徹、青山憲司、
伊賀　央、井上正治、井垣文博、木谷敏勝、
椿野仁司

２
班
◎広川善徳〇前野文孝、伊藤　仁、
上田伴子、上田倫久、福田嗣久、升田勝義

３
班
◎野口逸敏〇松井正志、関貫久仁郎、
嶋﨑宏之、竹中　理、西田　真、村岡峰男

月日 時間 会場 班

７月21日（木）
午後７時30分
～９時

八条地区公民館 １
高橋地区公民館 ２
小坂地区公民館 ３

７月22日（金）
竹野庁舎 １
港地区公民館 ２
三方地区公民館 ３

《投票の種類》

《開催日等》

※投票は２種類あります。投票方法を間違えな
いようにお願いします。

※今回の選挙から選挙権年齢が満18歳以上に引
き下げられます。

◎印は班長、〇印は副班長

　

梅
雨
が
明
け
る
と
夏
の
昆
虫
の

出
番
で
す
。
昆
虫
採
集
を
す
る
少

年
た
ち
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
は

ま
だ
人
気
を
保
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
写
真
は
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
。

但
馬
で
は
コ
ク
ワ
ガ
タ
と
並
ん
で

見
つ
け
や
す
い
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
で

す
。
コ
ク
ワ
ガ
タ
や
ス
ジ
ク
ワ
ガ

タ
、
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
は
木
の
穴

に
潜
り
込
む
潜
洞
性
、
ミ
ヤ
マ
ク

ワ
ガ
タ
や
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
は

体
高
が
高
い
樹
上
性
の
ク
ワ
ガ
タ

ム
シ
で
す
。
幼
虫
は
樹
木
の
く
ず

を
食
べ
ま
す
が
、
成
虫
は
樹
液
を

な
め
ま
す
。
ナ
ラ
や
カ
シ
な
ど
の

他
、
河
川
敷
の
ヤ
ナ
ギ
類
の
樹
液

に
も
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
や
ノ
コ
ギ

リ
ク
ワ
ガ
タ
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
を
決
定

保
険
料
の
計
算
方
法

　

年
間
の
保
険
料
は
一
人
一
人
が

等
し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」と

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」の
合
計
と
な
り
ま
す
。

　

2
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率

（
均
等
割
額
と
所
得
割
率
）が
決
定

し
ま
し
た
。

保
険
料
率（
平
成
28
・
29
年
度
）

　

医
療
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ

る
保
険
料
の
大
幅
な
上
昇
を
抑
制

す
る
た
め
、
給
付
費
準
備
金
の
う

ち
73
億
円
を
取
り
崩
し
て
繰
り
入

れ
る
こ
と
で
、
均
等
割
額
の
上
昇

幅
を
6
9
4
円
、
所
得
割
率
の
上

昇
幅
を
0
・
47
ポ
イ
ン
ト
に
抑
え

て
い
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】

　

年
6
回
の
年
金
の
定
期
支
払
の

際
に
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
料
が
年

金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】

　

7
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
、
年

9
回
に
分
け
て
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す
！

　

保
険
料
の
支
払
い
は
、
口
座
振

　

替
が
便
利
で
す
。
指
定
の
金
融

　

機
関
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

軽減割合 総所得金額等（被保険者＋世帯主）

９割 基礎控除額
（33万円）

被保険者全員の各所得（年金所得は控除
額を80万円として計算）が０円

8.5割 上記以外

５割 基礎控除額（33万円）＋26万５千円×被保険者の数

２割 基礎控除額（33万円）＋48万円×被保険者の数

※ 65 歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内
で最大 15 万円を控除し、軽減判定されます。

《均等割額の軽減》

《特別徴収の納付月》

〔注１〕総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。所得控除（社
会保険料控除、扶養控除等）は含みません。
※保険料を決定する基準日は、原則、４月１日です。
※年度途中で資格取得または喪失したときは、保険料を月割りで計算します。
※日高町羽尻、出石町奥小野、但東町天谷の方は、特例で保険料率が異なり
ます。

保険料額（年額）
＝

均等割額
＋

所得割額

上限57万円 48,297円 （総所得金額等〔注１〕－
33万円）×10.17％

仮徴収 本徴収

４月
（１期）

６月
（２期）

８月
（３期）

10月
（４期）

12月
（５期）

２月
（６期）

前年度の２月（６期）の徴収金額
と同額

７月に確定する保険料年額から
仮徴収額を差し引き、３回に分
けた額

所
得
の
低
い
方
の
軽
減

　

前
年
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
均
等
割
額
の
軽
減　

同
一
世
帯

内（
世
帯
主
と
世
帯
内
の
被
保

険
者
）の
平
成
27
年
中
の
総
所

得
金
額
等
が
次
の
基
準
額
以
下

の
方

②
所
得
割
額
の
軽
減　

所
得
割
額

算
定
に
か
か
る
所
得（
総
所
得

金
額
等
‐
基
礎
控
除
額
33
万

円
）が
58
万
円（
年
金
収
入
の
み

の
場
合
は
2
1
1
万
円
）以
下

の
方
は
所
得
割
額
が
5
割
軽
減

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
当

分
の
間
、
所
得
割
額
は
か
か
ら
ず
、

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
特
例
措
置
で
、
平
成
28
年
度

は
均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
・
国

民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
し
て
い

た
方
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
対
象

と
な
る
年
金
額
で
異
な
り
ま
す
。

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

は
、
原
則
、
年
金
天
引
き
と
な
り

ま
す（
特
別
徴
収
）。

　

そ
れ
以
外
の
方
は
、
納
付
書
や

口
座
振
替
と
な
り
ま
す（
普
通
徴

収
）。
年
度
途
中
で
新
た
に
被
保

険
者
に
な
っ
た
方
〔
年
齢
到
達

（
75
歳
）、障
害
認
定
、転
入
な
ど
〕

や
保
険
料
額
が
変
更
と
な
っ
た
方

は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

《保険料の計算方法》

平成28・29年度 平成26・27年度

均等割額 48,297 円 47,603 円

所得割率 10.17％ 9.70％

《保険料率（平成 28・29 年度）》

※保険料は特別徴収が原則ですが、口座振替による納付方法に変更すること
ができます。変更を希望する方は、市の担当窓口で手続きしてください。
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も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
敬
称
略
）

ダ
イ
エ
ッ
ト
兼
ね
て
通
勤
自
転
車

で 

（
山
椒
魚
）

親
子
し
て
も
っ
た
い
な
い
の
辞
書

を
ひ
く 

（
吉
岡
幹
雄
）

利
用
価
値
捜
す
才
能
知
恵
の
う

ち 

（
ぺ
ぽ
っ
ち
）

も
っ
た
い
な
い
言
葉
知
ら
ぬ
は

も
っ
た
い
な
い 

（
吉
田
誠
一
）

分
別
は
資
源
と
ゴ
ミ
の
別
れ
道 

 

（
若
宮
は
る
か
）

レ
ジ
袋
要
ら
な
い
と
言
う
誇
ら
し

さ 

（
ゆ
り
の
）

ご
み
と
い
う
言
葉
を
死
語
に
し
ま

せ
ん
か 

（
渡
辺
勇
三
）

宝
箱
老
舗
の
和
菓
子
の
空
き
容

器 

（
渡
会
雅
）

昼
行
灯
門
灯
・
街
灯
も
っ
た
い
な

 

（
よ
っ
た
ん
ぼ
う
や
）

僕
の
シ
ャ
ツ
座
布
団
カ
バ
ー
に
す

る
魔
法 

（
穐
山
常
男
）

も
っ
た
い
な
い
溜
ま
り
貯
ま
っ
て

や
は
り
ゴ
ミ 

（
浅
川
勝
）

広
告
紙
目
も
通
さ
ず
に
古
紙
箱

へ 

（
浅
川
ま
つ
子
）

刷
り
過
ぎ
た
二
千
円
札
ど
こ
消
え

た
？ 

（
会
田
卓
也
）

被
保
険
者
証

　

被
保
険
者
証
の
更
新
は
、
毎
年

8
月
1
日
で
す
。

　

8
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
被
保

険
者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提

示
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・

　
　
　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

（
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
）の
方
は「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」（
減
額
認
定
証
）を
提
示
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
ご
と
に
1
カ

月
に
支
払
う
自
己
負
担
額
が
外

来
・
入
院
と
も
区
分
に
応
じ
た
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食

事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

保
険
診
療
分
が
対
象
で
す（
柔
道

整
復
、
鍼
灸
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
施
術
は
除
く
）。

　

現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

で
8
月
以
降
も
引
き
続
き
対
象
と

な
る
方
に
は
、
新
し
い
減
額
認
定

証
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
で
新
た

に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、
市
の

担
当
窓
口
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

（※１）　[　]内は過去12カ月以内に世帯で既に３回以上高額療養費が支給されている場合、４回目からの額
（※２）　指定難病患者については260円に据え置き。平成28年３月31日において１年以上継続して精神病床に入院していた

方で、４月１日以降も引き続き医療機関に入院する方については、当分の間、１食につき260円です（4月１日以降、
合併症等で同日内に他の病床に移動または他の保健医療機関に転院し、引き続き入院した場合も含む）。

（※３）　[　]内は過去12カ月の入院日数が90日を超える場合、91日目からの額（申請が必要）
（※４）　昭和20年１月２日以降生まれの被保険者がいる世帯は、住民税課税所得額145万円以上であっても、被保険者全員の

総所得金額等の合計額が210万円以下であれば、１割負担になります。
（※５）　・被保険者が１人の場合…被保険者の収入が383万円未満 
　　　　・被保険者が１人で70歳以上75歳未満の方がいる場合…被保険者と70歳以上75歳未満の方の収入合計が520万円未満
　　　　・被保険者が２人以上いる場合…被保険者の収入合計が520万円未満

《問合せ》市民課☎21－9061または各振興局市民福祉課
　　　　　兵庫県後期高齢者医療広域連合（コールセンター）☎078－326－2021

《医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額等》

区　分 一部負担
金の割合

自己負担限度額（月額） 入院時の食事代
の標準負担額
（１食当たり）

該当条件個人単位
（外　来）

世帯単位
（入院含む）

現役並み
所　得　者 ３割 44,400円

80,100円＋（医療費－
267,000円）×１％
［44,400円］（※１） 360円（※２）

　同一世帯に住民税課税所得145万
円以上の被保険者がいる世帯の方
（※４）。ただし、住民税課税所得
145万円以上でも収入が一定の金額
に満たない方（※５）は、市の担当窓
口に申請することで一般の区分にな
ります。
【対象となる可能性がある方には申
請書を送付しています】

一般

１割

12,000円 44,400円 現役並み所得者、低所得Ⅱ、低所得
Ⅰ以外の方

低
所
得

Ⅱ

8,000円

24,600円 210円
［160円］（※３）世帯全員が

住民税非課
税

低所得Ⅰ以外の方

Ⅰ 15,000円 100円
各所得（年金所得は控除
額を80万円として計算）
が０円の方

被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す



広報とよおか 2016（平成28）年7月号　 20

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

▼
新
し
い
受
給
者
証
等
を
郵
送

　

8
月
1
日（
月
）か
ら
有
効
の
新

し
い
受
給
者
証
等
を
、
7
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
の
切

れ
た
受
給
者
証
等
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

▽
高
齢
受
給
者
証　
昭
和
16
年
8

月
2
日
〜
21
年
7
月
1
日
生
ま

れ
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）被

保
険
者

▽
特
定
疾
病
療
養
受
療
証　
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
を
持
つ
国
保

被
保
険
者

有
効
期
限
は
7
月
31
日（
日
）

　

外
来
・
入
院
時
の
一
部
負
担
金

や
食
事
代
を
軽
減
す
る
た
め
、
市

が
発
行
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

ま
た
は
新
た
に
認
定
証
が
必
要
な

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

▽
限
度
額
適
用
認
定
証　
70
歳
未

満
の
国
保
被
保
険
者
で
、
納
期

限
到
来
の
国
保
税
を
完
納
し
て

い
る
世
帯
の
方

▽
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証　
70

歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者
で
、

国
保
の
世
帯
主
を
含
む
被
保
険

者
全
員
が
市
民
税
非
課
税
と
な

る
世
帯
の
方

▽
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証　
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
国
保
被
保
険
者
で
、
国
保

の
世
帯
主

を
含
む
被

保
険
者
全

員
が
市
民

税
非
課
税

と
な
る
世

帯
の
方

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
身
分
証
明
書（
免
許
証
等
）

▽
国
保
被
保
険
者
証

▽
印
鑑

▽
過
去
1
年
間
に
入
院
日
数
が
90

日
を
超
え
る
方
は
、
入
院
日
数

が
90
日
を
超
え
た
こ
と
の
分
か

る
書
類（
医
療
機
関
の
発
行
す
る

入
院
期
間
証
明
や
領
収
書
等
）

《
問
合
せ
》
市
民
課

☎
21

9
0
6
1
ま
た
は
各
振

興
局
市
民
福
祉
課

高
齢
受
給
者
証

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

限
度
額
適
用
認
定
証

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
等

臨時福祉給付金、障害・遺族年金受給者向け給付金

二つの給付金を支給します
二つの給付金の共通事項
▼手続き
　８月上旬に、受給要件を満
たす方に申請書類を送付しま
す。
※税法上の扶養者がなく、住民税申告も行って
いない（未申告）方には、申請書を送付しませ
ん。給付金の受給を希望する方は、早めに住
民税申告を済ませてください。また、申告の
結果、課税となる場合、支給対象になりません。
▼申込み
　８月１日（月）～平成29年２月１日（水）に総務
課（〒668-8666、中央町２番４号）または各振興
局市民福祉課に郵送または持参
※郵送の場合は当日の消印有効
▼給付金の支給
　給付を決定した方には、10月以降、申請書に
記載のある指定口座に入金します。
※市役所窓口での現金支払は、金融機関に口座
を持っていない方に限ります。
▼注意事項
　基準日時点で住民票が本市に無いなど、本市
以外が申込先となる方は、その市区町村に問い
合わせてください。
《問合せ》総務課☎21-9068

臨時福祉給付金、障害・遺族年金受給者向け給付金

二つの給付金を支給します
平成28年度臨時福祉給付金

▼支給額
　３千円（対象者１人当たり）
▼対　象
　平成28年１月１日時点で本
市に住民票がある方で、平成
28年度の住民税が課税されて
いない方
※税法上の扶養者・専従主が住民税課税者で
ある方や生活保護の受給者等は対象外

障害・遺族年金受給者向け給付金
▼支給額
　３万円（対象者１人当たり）
▼対　象
　次の二つの要件を満たす方
①平成28年度臨時福祉給付金
の支給対象者である。
②平成28年５月分の障害基礎
年金、遺族基礎年金等を受給している。
※高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時
福祉給付金）を受給した方は対象外
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新し
ん
ぶ
ん聞
に
載の

っ
て
た「
豊と

よ
お
か
ば
ん

岡
版

D
M
O
設せ

つ
り
つ立
」っ
て
何な

に

？

D
M
O
と
は
、
D
は
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
観か

ん
こ
う光
の
目も

く

的て
き

地ち

・
地ち

域い
き

）、
M
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ（
企き

業ぎ
ょ
う

の
市し

場じ
ょ
う

分ぶ
ん

析せ
き

）ま
た

は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
管か

ん

理り

）、
O
は

オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
組そ

織し
き

）の

こ
と
じ
ゃ
。
つ
ま
り
、
観か

ん
こ
う光
に

着ち
ゃ
く
も
く目
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進す

す

め
る

組そ

織し
き

の
こ
と
じ
ゃ
よ
。
そ
の

豊と
よ
お
か
ば
ん

岡
版
で
、
正せ

い
し
き
め
い
し
ょ
う

式
名
称
は「
一い

っ

般ぱ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

豊と
よ

岡お
か

観か
ん

光こ
う

イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」と
い
う
ん
じ
ゃ
。

ど
ん
な
人ひ

と

が
働は

た
ら

い
て
い
る

の
？

民み
ん
か
ん間
の
大お

お

手て

商し
ょ
う

社し
ゃ

か
ら
経け

い

営え
い

執し
っ

行こ
う

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

と
し
て
現げ

ん
え
き役
バ

リ
バ
リ
の
社し

ゃ
い
ん員
に
来き

て
も
ら
っ
た

し
、
金き

ん
ゆ
う融
の
専せ

ん

門も
ん

家か

も
お
る
。
市し

役や
く

所し
ょ

か
ら
も
職し

ょ
く
い
ん員
が
派は

遣け
ん

さ
れ
、

民み
ん
か
ん間
と
行ぎ

ょ
う
せ
い政
が
協き

ょ
う
り
ょ
く力
し
て
取と

り
組く

ん
ど
る
ん
じ
ゃ
。

会か
い
し
ゃ社
は
い
つ
で
き
て
、
ど
ん

な
こ
と
を
す
る
の
？

会か
い
し
ゃ社
は
、
6
月が

つ

1
日に

ち

に
設せ

つ
り
つ立

さ
れ
て
の
ぉ
、
ま
だ
、
で
き

た
て
の
ホ
ヤ
ホ
ヤ
じ
ゃ
。
ま
ず
は
、

観か
ん
こ
う
き
ゃ
く

光
客
の
ニ
ー
ズ
な
ど
の
調ち

ょ
う
さ査
、

分ぶ
ん
せ
き析
や
豊と

よ

岡お
か

市し

へ
の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

を
増ふ

や
す
た
め
、
宿し

ゅ
く

泊は
く

予よ

約や
く

サ

イ
ト
を
運う

ん
え
い営
す
る
ん
じ
ゃ
。
さ
ら

に
、
市し

内な
い

の
各か

く

地ち

や
市し

外が
い

の
地ち

域い
き

へ
周し

ゅ
う

遊ゆ
う

観か
ん

光こ
う

で
き
る
よ
う
に
旅り

ょ

行こ
う

商し
ょ
う

品ひ
ん

も
作つ

く

る
ん
じ
ゃ
。
将し

ょ
う

来ら
い

的て
き

に

は
、
豊と

よ
お
か岡
の
特と

く

産さ
ん

品ひ
ん

を
海か

い
が
い外
に
販は

ん

売ば
い

し
て
い
く
夢ゆ

め

も
持も

っ
て
お
る
ん

じ
ゃ
。地ち

域い
き

と
の
関か

ん
け
い係
は
ど
う
な
る

の
？

地ち

域い
き

の
事じ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

や
さ
ま
ざ
ま

な
組そ

織し
き

と
協き

ょ
う
り
ょ
く力
し
、
地ち

域い
き

の

素す

ば晴
ら
し
い
素そ

材ざ
い

を
開か

い
は
つ発
し
、
磨み

が

き
上あ

げ
て
、
観か

ん
こ
う
き
ゃ
く

光
客
の
皆み

な

さ
ん
に

豊と
よ
お
か岡
の
良よ

さ
を
伝つ

た

え
て
い
く
ん
じ

ゃ
。
さ
ら
に
、
観か

ん
こ
う
き
ゃ
く

光
客
に
よ
り
長な

が

い
時じ

間か
ん

・
日に

っ
す
う
た
い
ざ
い

数
滞
在
し
て
も
ら
い
、

地ち

域い
き

の
事じ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
ど
ん
ど
ん
稼か

せ

い

で
い
け
る
地ち

域い
き

づ
く
り
を
し
て
い

く
ぞ
。
事じ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
稼か

せ

ぐ
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
地ち

域い
き

の
経け

い
ざ
い済
も
良よ

く
な

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
⑮

豊と
よ
お
か
ば
ん

岡
版
D
M
O
っ
て
？
　

っ
て
い
く
し
け
ぇ
な
。

な
る
ほ
ど
、
地ち

域い
き

の
い
ろ
ん

な
方か

た

と
連れ

ん
け
い携
し
て
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
新あ

ら

た

な
旅り

ょ

行こ
う

商し
ょ
う

品ひ
ん

な
ど
を
作つ

く

り
、
販は

ん
ば
い売

し
て
い
く
こ
と
で
、
豊と

よ

岡お
か

市し

の
経け

い

済ざ
い

を
良よ

く
し
て
い
く
ん
だ
ね
。
地ち

域い
き

の
元げ

ん

気き

が
続つ

づ

け
ば
、
私わ

た
し

が
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
安あ

ん
し
ん心
し
て

暮く

ら
し
て
い
け
る
ね
。

部局 請求件数
請求に係る決定

公開 部分公開 非公開 不存在
市長部局 86 ８ 76 ０ ２

教育委員会部局 12 ０ 12 ０ ０

上下水道部局 25 ２ 23 ０ ０

その他の部局 ５ ３ ２ ０ ０

合計 128 13 113 ０ ２

部局 請求件数
請求に係る決定

開示 部分開示 非開示 不存在
市長部局 ４ １ １ ０ ２

教育委員会部局 ０ ０ ０ ０ ０

上下水道部局 ０ ０ ０ ０ ０

その他の部局 ０ ０ ０ ０ ０

合計 ４ １ １ ０ ２

《情報公開条例運用状況》

《個人情報保護条例運用状況》

情
報
公
開
条
例
・

個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

※詳しくは市ホームページをご覧ください。

　

平
成
27
年
度
の
豊
岡
市
情
報
公

開
条
例
お
よ
び
豊
岡
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
運
用
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
公
開

請
求
は
1
2
8
件
あ
り
、
処
理
状

況
は
、
公
開
が
13
件
、
部
分
公
開

が
1
1
3
件
、
不
存
在
が
2
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に

基
づ
く
開
示
請
求
は
4
件
あ
り
、

処
理
状
況
は
開
示
が
1
件
、
部
分

開
示
1
件
、
文
書
不
存
在
に
よ
る

不
開
示
が
2
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
総
務
課

　

☎
23

1
1
1
6

豊岡版DMOの組織体制

営業部

理事長

事業本部長

副理事長
事業本部

マーケティング部 経営管理部



Advisory Service For Foreign Residents
市では、外国人生活相談窓口を開設しています。

ここでは、市内の在住外国人に向けた情報を発信していきます。
秘書広報課　☎23-1114

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
は
じ
め

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス（
現
金
を
使
わ

な
い
）で
の
支
払
い
場
面
が
多
く

な
り
、
最
近
は
事
前
に
財
産
価
値

（
金
銭
）を
チ
ャ
ー
ジ（
入
金
）す
る

カ
ー
ド
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡

単
に
購
入
、
利
用
で
き
る「
電
子

ギ
フ
ト
カ
ー
ド（
プ
リ
ペ
イ
ド
型

電
子
マ
ネ
ー
）」が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
カ
ー
ド
そ
の
も
の
が
な
く

て
も
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
I
D

番
号
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。
便

利
で
効
率
的
な
一
方
、
十
分
理
解

し
て
い
な
い
と
悪
用
さ
れ
金
銭
的

被
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

相
談
事
例

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ネ
ッ
ト
検

索
中
に
突
然
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

つ
な
が
り
、
19
万
円
請
求
さ
れ
た
。

慌
て
て
電
話
を
す
る
と
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
電
子
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
を
購
入
し
、
カ
ー
ド
の
裏

面
に
あ
る
I
D
番
号
を
メ
ー
ル
で

送
る
よ
う
言
わ
れ
送
っ
た
が
、
そ

の
後
も
請
求
が
続
い
て
い
る
。

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
口
頭
や
メ
ー
ル
等
で
カ
ー
ド
の

Ｉ
D
番
号
を
教
え
な
い
。

　

電
子
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
は
、購
入
し

た
人
と
は
異
な
る
人
で
も
、I
D

番
号
が
分
か
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

手
元
に
カ
ー
ド
が
あ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。I
D
番
号
を
他
人
に
伝

え
る
こ
と
は
お
金
を
渡
す
の
と
同

じ
行
為
で
す
。よ
く
知
ら
な
い
相
手

に
は
伝
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
事
例
は
そ
も
そ
も
支
払
う

必
要
の
な
い
典
型
的
な
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
詐
欺
で
し
た
。悪
質
業
者
は
カ
ー

ド
の
I
D
番
号
を
取
得
す
る
と
す

ぐ
に
利
用
す
る
場
合
が
多
く
、取
り

戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。も
し
伝
え

て
し
ま
っ
た
ら
、早
急
に
電
子
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
豊
岡

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

 

《
豊
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

　

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－
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0
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〜「
電
子
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
を
教
え
て
」は
詐
欺
で
す
〜

NO.1  Living Guide
 Hello.On this page we will provide some 
useful information to help with the daily life of 
foreign residents.
 Do you know about the “Toyooka City Living 
Guide”? Laws are different in every country. 
You may have some difficulties with legal 
procedures. This is where the “Living Guide” is 
useful! 
 The “Living Guide”is a booklet which has 
useful information for living in Toyooka, such 
as waste  disposal, taxes, marriage and 
childcare etc.
 There are two versions, English and simple       
Japanese. They are free for anyone who needs 
them.
 They are placed in the city hall, city promotion 
bureaus, community centers etc.
 There is also an advisory service for foreign 
residents at the Secretarial and Public 
Relations division of city hall. We can help 
or advise you  with issues related to living in 
Toyooka. Please feel free to come in person, 
or contact us by phone or e-mail.

その１ リビングガイド
　こんにちは。
　このペ

ぺ
ー
ー
ジ
じ
には、豊

とよ
岡
おか
市
し
に　住

す
む　外

がい
国
こく
人
じん
の　

皆
みな
さんの　暮

く
らしに　役

やく
に立

た
つ　情

じょう
報
ほう
を　載

の
せま

す。
　皆

みな
さんは　リ

り
ビ
び
ン
ん
グ
ぐ
ガ
が
イ
い
ド
ど
を　知

し
っていますか。

国
くに
が　違

ちが
うと　法

ほう
律
りつ
も　変

か
わります。いろいろな

　手
て
続
つづ
きなど　分

わ
からないと　困

こま
ることも　あり

ますよね。そこで　リ
り
ビ
び
ン
ん
グ
ぐ
ガ
が
イ
い
ド
ど
の　登

とう
場
じょう
です。

　リ
り
ビ
び
ン
ん
グ
ぐ
ガ
が
イ
い
ド
ど
は　暮

く
らしに　役

やく
に立

た
つ　情

じょう
報
ほう

が　載
の
っている　本

ほん
です。ごみの出

だ
し方

かた
や　税

ぜい
金
きん

　結
けっ
婚
こん
　子

こ
育
そだ
てのことなどが　書

か
いてあります。

　英
えい
語
ご
版
ばん
と　やさしい日

に
本
ほん
語
ご
版
ばん
があります。必

ひつ
要
よう

な　人
ひと
には　無

む
料
りょう
で　配

くば
っています。

　市
し
役
やく
所
しょ
　各

かく
振
しん
興
こう
局
きょく
　各

かく
公
こう
民
みん
館
かん
などに　置

お
いてあ

ります。
　また　秘

ひ
書
しょ
広
こう
報
ほう
課
か
には　外

がい
国
こく
人
じん
生
せい
活
かつ
相
そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち
も

　あります。
　日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
で　分

わ
からないことや　困

こま
ったことが

　あれば　気
き
軽
がる
に　相

そう
談
だん
してください。電

でん
話
わ
や　

メ
め
ー
ー
ル
る
でも　受

う
け付

つ
けています。

Inquiry:Secretarial and Public Relations division,Advisory Service（問
とい
合
あわ
せ:秘

ひ
書
しょ
広
こう
報
ほう
課
か
 外
がい
国
こく
人
じん
生
せい
活
かつ
相
そう
談
だん
）

☎23-1114  E-mail:advisory-service@city.toyooka.lg.jp
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本
市
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
省
エ
ネ
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
電
気
使
用
量
が
増
え

が
ち
な
夏
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
し
て
エ
コ
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

家
を
出
て
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
に

▼
期
間　
7
月
1
日（
金
）〜
9
月

30
日（
金
）の
平
日
※
8
月
15
日

（
月
）除
く

▼
時
間

▽
無
料
施
設〔
38
施
設
：
豊
岡
市

民
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン
、
コ
ウ

 
今
年
の
夏
も
エ
コ
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

 

地
球
温
暖
化
対
策
実
施
計
画
を
策
定

《
問
合
せ
》
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
23
–
4
4
8
0

《
問
合
せ
》
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
23
–
4
4
8
0

　

本
市
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画（
区
域
施
策
編
）を
策
定
し

ま
し
た
。

　

本
市
の
2
0
1
3
年
度
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
は
62
万
5
千
ト

ン
–
C
O
2
で
、2
0
0
5
年
度

の
排
出
量
と
比
べ
て
、
1
・
1
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

国
が
2
0
3
0
年
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
目
標
を
、

2
0
1
3
年
比
マ
イ
ナ
ス
26
・
0

％
に
決
定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

本
市
は
市
域
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
削
減
目
標
を
マ
イ
ナ
ス
29
・

7
％（
18
万
5
千
ト
ン
–
C
O
2

削
減
）と
す
る
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
策
定
し
た
計
画
を
基

に
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

太
陽
光
発
電
や
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

支
援
や
、
豊
岡
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
実
現
す
る
な
ど
し
て
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
を
減
ら
し
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
各
地
区
公
民
館
、
図
書
館

な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ノ
ト
リ
文
化
館
、
県
民
交
流
広

場（
各
地
区
公
民
館
内
※
一
部

除
外
あ
り
）、
図
書
館
本
館
・

各
分
館
、
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー

（
乳
幼
児
親
子
で
利
用
）〕各
施

設
開
館
日
の
午
後
1
時
〜
4
時

▽
有
料
施
設（
4
施
設
：
市
立
歴

史
博
物
館
、
植
村
直
己
冒
険
館
、

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
、

市
立
美
術
館
）施
設
開
館
時
間

※
入
館
料
が
市
民
は
半
額

家
庭
で
で
き
る
取
組
み（
例
）

▽
冷
房
の
設
定
温
度
を
28
度
に
す

る
。

▽
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
実
施
す

る
。

▽
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
す
る
。

※
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
利
用
、
家

庭
で
の
取
組
み
例
の
実
施
で
健

康
・
環
境
ポ
イ
ン
ト
も
貯
ま
り

ま
す
。

※
電
力
会
社
か
ら
緊
急
の
節
電
要

請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
防
災
行

政
無
線
放
送
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

豊岡市温室効果ガス排出量  推移と将来目標値

廃棄物部門
運輸部門
民生業務部門
民生家庭部門
産業部門

700

600

500

400

300

200

100

0

572
625

441

千t-CO2/年

平成17年度
（2005年度）

平成25年度
（2013年度）

29.7％削減

平成42年目標値
（2030年）

　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
隔月で奇数月号に掲載しています。
《問合せ》農林水産課☎23‒1127

こちら鳥獣害対策員です2016②
～屋根裏の動物２～

い
で
す
か
？　

ふ
ん
は
落
ち
て
い

ま
せ
ん
か
？　

そ
の
周
辺
に
進
入

口
が
あ
り
ま
す
。
多
い
の
は
、
屋

根
の
垂
木
の
隙
間
や
、
増
築
さ
れ

た
建
物
の
接
続
部
な
ど
。
進
入
口

を
見
つ
け
た
ら
、
必
ず
動
物
を
追

い
出
し
て
か
ら
ふ
さ
ぎ
ま
す
。

　

追
い
出
し
に
は
、
く
ん
製
用
の

ス
モ
ー
ク
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
、
動

物
が
居
る
場
所
に
大
量
の
煙
を
送

り
込
む
の
が
効
果
的
で
す（
火
事

に
注
意
！
）。
逃
げ
た
こ
と
を
確

認
で
き
た
ら
進
入
口
を
ふ
さ
ぎ
ま

し
ょ
う
。
進
入
口
は
一
カ
所
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
考
え
ら
れ
る
限
り

の
進
入
口
を
ふ
さ
い
で
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
進
入
が
止
ま
ら
な
け

れ
ば
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
捕

獲
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
民
間

業
者
に
頼
む
か（
有
料
）、
自
身
で

捕
獲
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
許
可
が
必
要
で
す
。

　

小
動
物
が
屋
根
裏
な
ど
に
居
る

と
感
じ
た
ら
、
何
が
居
る
の
か
よ

り
も
、
ど
こ
か
ら
入
っ
て
い
る
の

か
を
特
定
し
ま
す
。
家
の
周
り
を

ぐ
る
っ
と
回
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

柱
な
ど
に
爪
跡
や
泥
汚
れ
は
な

逃
が
し
て
か
ら
ふ
さ
ぐ

▲テン（中央下）とためふん（中央）

▲ハクビシンのためふん（黒い部分）。
壁に入れる断熱材を広げて寝床に
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平
成
28
年
度
　
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
の
受
付
開
始
　
　
７月から

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
収
入
の
減
少
や
失
業

な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
は
、納
付
が
免
除
さ
れ
る「
申

請
免
除
」や
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
納
付
猶
予
」の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障

害
を
負
っ
た
と
き
や
死
亡
し
た
と

き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
免
除
や
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
や
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付（
追
納
）が
で
き
、
納
付
す

れ
ば
減
額
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
免
除
・
猶
予
の
承

認
年
度
か
ら
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
と
き
は
、
当
時
の
保
険
料

に
経
過
し
た
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
額
は
減
額
さ
れ

ま
す
。

▼
免
除
対
象
者　
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主（
納
付
猶
予
制
度
の
場

合
は
、
50
歳
未
満
の
本
人
と
配

偶
者
）が
次
の
要
件
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

（
※
1
）一
部
免
除
は
、
一
部
納
付

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

（
※
2
）全
額
・
一
部
免
除
を
受
け

た
期
間
は
定
額
納
付
と
比
べ
て

（
※
3
）こ
れ
ま
で
の
若
年
者
納
付

猶
予（
30
歳
未
満
対
象
）は
、
7

月
1
日
か
ら「
納
付
猶
予
」と
な

り
、
50
歳
未
満
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

②
災
害
ま
た
は
失
業
・
倒
産
・
事

業
の
廃
止
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
事
由
が
発
生
し
た
前
月
か
ら
、

事
由
が
発
生
し
た
年
の
翌
々
年

の
6
月
ま
で
の
期
間（
申
請
月

か
ら
2
年
1
カ
月
前
ま
で
の
期

間
に
限
る
）

③
地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
ま

た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前
年
所

得
が
1
2
5
万
円
以
下

④
本
人
ま
た
は
そ
の
世
帯
の
人
が
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
。

⑤
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い

る
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手
帳
な
ど（
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
）、
印
鑑

▽
失
業
の
方
：「
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
」や「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」な
ど
の
写
し

▽
廃
業
の
方
：「
廃
業
証
明
書
」な

ど
の
写
し

▼
窓
口　
市
民
課
ま
た
は
各
振
興

局
市
民
福
祉
課

▼
所
得
申
告　
免
除
の
判
定
は
所

得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
免
除
承
認
期
間　
7
月
1
日
〜

平
成
29
年
6
月
30
日（
1
年
間
）

▼
そ
の
他　
申
請
月
の
2
年
1
カ

月
前
の
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
失
業
な
ど
で
未
納
期
間

の
あ
る
方
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

《納付・免除・納付猶予と未納の算入の違い》
納付状況

年金の種類 納付 申請免除
（全額・一部）

納付
猶予 未納

障害基礎年金 　　　　　　
遺族基礎年金 　　　　　　
（受給資格期間に算入されるか？）

○ ○
（※１） ○ ×

老齢
基礎年金

（受給資格期間に算
入されるか？） ○ ○

（※１） ○ ×

（年金額に反映され
るか？） ○ ○

（※１･２） × ×

《対象となる所得の目安表》
扶養人数

区分 単身世帯 １人扶養 ３人扶養

全額免除
納付猶予（※3） 57万円 92万円 162万円

４分の３免除 93万円 142万円 230万円

半額免除 141万円 195万円 282万円

４分の１免除 189万円 247万円 335万円

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、

対
象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
の
他
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
7
月
9
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
7
月
4
日（
月
）、
11
日（
月
）、

19
日（
火
）、
25
日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
日
本
年
金
機
構
豊
岡

年
金
事
務
所
☎
22
0
9
4
8

市
民
課
☎
21

9
0
1
5

　

ま
た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課
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日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

市民会館　立野町　☎23-0255　 F 24-0952　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

假
かり
屋
や
崎
ざき
省
しょう
吾
ご
＆三舩優子“ピアノと花の優美な世界”

　“美をつむぎだす手を持つ人”華道家・假屋崎省吾さんと、繊
細さと大胆さが共存するピアニスト三舩優子さんとが織りなす
美の空間

７/16㊏
19：00～

￥全席指定一般3,500円、友
の会3,200円/当日500円増
◆チケット＝発売中
◆一時保育＝７/８㊎までに
電話

ET-KING ライブ in 豊岡
　ストレートな言葉と力強いメッセージを武器に、世代を問わ
ずに支持されるE

イーティーキング
T-KINGが｢お祭り！｣をテーマに、法

はっ
被
ぴ
をまと

い繰り広げるライブ

12/10㊏
18：30～

￥全席指定一般4,500円、友
の会4,200円/当日500円増
◆チケット＝友の会９月10日
㊏、一般９月17日㊏～販売

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第138回サロンコンサート
　近畿大学附属豊岡高校筝

そう
曲
きょく
部の筝の演奏。曲目は、手のひら

を太陽に、O
オ コ ト
KOTO　ほか

７/23㊏
16：00～

◆サロンコンサート（10月以
降）の出演者を募集中

中・高生アートチャレンジ！発表公演
　但馬各地から集まった中学生・高校生による５日間の演劇ワ
ークショップの集大成

８/５㊎
15：00～

￥一般300円、高校生以下無
料/当日200円増
（要整理券）

平和を願う朗読劇・豊岡2016『祈り－1945』
　ヒロシマ・ナガサキの原爆の記録から、手記や詩歌を構成し
たオリジナル台本で上演する朗読劇。大屋町出身の寺尾知文さ
ん作のきり絵画文集｢原爆　ヒロシマ｣展も同時開催（７月25日㊊
～８月15日㊊）

８/７㊐
14：00～

￥一般500円/当日200円増、
高校生以下無料※無料入場券
が必要※展示の鑑賞は無料
◆一時保育＝７/29日㊎まで
に電話

TAJIMA RAISING ROCK FESTIVAL 2016
　第１部｢高校生バンド☆バトル｣、第２部社会人バンドによる
ライブとさまざまなパフォーマンスの「ハイスペースアライブ」

８/13㊏
11：00～

￥第２部のみ一般500円、高
校生以下無料

ドラマリーディング成果発表～谷川俊太郎を読む～
　舞台芸術の各分野の専門家を招き、実践と演習に取り組む｢アー
トスクール舞台芸術講座×ドラマリーディング講座｣三講座の成果
発表。受講生が出演と、スタッフを務めるドラマリーディング公演

８/21㊐
14：00～

◆講師＝ドラマリーディン
グ：扇

せん
田
だ
拓也さん、音響：藤

田赤
あか
目
め
さん、照明：中山奈美

さん

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

マックス＝フィリップ・アッシェンブレンナー『Theory of the 
Young Man』成果発表上演
　国際的に活躍するプロデューサー／マックス＝フィリップ・
アッシェンブレンナーが企画する『T

セ オ リ ー
heory o

オブ
f t

ザ
he Y

ヤ ン グ
oung M

マ ン
an』。

岸田國
くに
士
お
戯曲賞受賞のタニノクロウらが参加する成果発表上演

７/24㊐
17：00～

申①代表者氏名②人数③連
絡先を連絡
◆一時保育＝７/15㊎までに
電話

ロラン・コロン作・演出『Kinosakinomatopee キノサキノマ
トペ』世界初演
　フランス人劇作家・演出家ロラン・コロンが作・演出。東京
の劇団青年団と無

む
隣
りん
館
かん
の俳優が出演。城崎温泉をテーマにした

ボイス・パフォーマンス公演。オノマトペ（擬音語）で描かれる
温泉の物語

８/12㊎
19：00～
13㊏
14：00

￥一般2,000円、学生・シニ
ア（65歳以上）1,500円、高校
生以下1,000円※全席自由・
整理番号付き
◆一時保育＝８/５㊎までに
電話

Toyooka Art Season 2016（豊岡アートシーズン2016）は、豊岡の文化施設を中心としたアートの
お祭りです。７～11月の期間中、全34ものイベントが、豊岡の新たな魅力を発信します。
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催
し

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

先
進
地
事
例
研
修

日
7
月
22
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
日
高
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
内
新
し
い

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
取
組
み
を
先

進
地
で
あ
る
名
張
市（
三
重
県
）の

事
例
で
学
ぶ
◆
講
師
＝
名
張
市
地

域
づ
く
り
組
織
代
表
者
、
名
張
市

職
員
定
1
2
0
人
申
7
月
12
日
㊋

ま
で
に
問
に
連
絡
問
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
政
策
課
☎
21
–
9
0
2
0
Ｆ

29
–
0
0
5
4
Ｍcom

m
unity@

city.toyooka.lg.jp

お
っ
と
ろ
っ
し
ゃ
！

と
よ
お
か
の
も
の
づ
く
り
Ⅲ

日
8
月
7
日
㊐
〜
8
日
㊊
所
豊
岡

稽
古
堂
内
①
も
の
づ
く
り
体
験
教

室（
7
日
の
み
）②
自
然
を
ヒ
ン

ト
に
し
た
製
品
・
技
術
の
紹
介

展
示
③
企
業
紹
介
展
示
対
①
小

学
生
程
度
②
③
小
学
生
〜
一
般

￥
①
一
部
負
担
あ
り
申
①
8
月

3
日
㊌
ま
で
に
問
に
連
絡
問
豊

岡
市
工
業
会
事
務
局（
エ
コ
バ
レ
ー

推
進
課
内
）☎
21
–
9
0
2
4
Ｆ

22
–
3
8
7
2
Ｍm

onozukuri@
city.toyooka.lg.jp

Ｈ
あ
り

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館

第
70
回
企
画
展「
満
州『
大
兵
庫
開

拓
団
』と
高
橋
村
」

日
6
月
26
日
㊐
〜
9
月
20
日
㊋
内

昭
和
19
年
、
旧
高
橋
村
か
ら「
満

州
国
」に
入
植
し
た「
第
十
三
次
大

兵
庫
開
拓
団
」の
軌
跡
を
、
当
時

の
資
料
や
証
言
な
ど
か
ら
紹
介

〝
開
館
20
周
年
記
念
〞福
井
則
之
コ

ン
サ
ー
ト

日
7
月
10
日
㊐
午
後
6
時
30
分
〜

8
時
内
馬
頭
琴
と
喉の
ど

歌う
た

に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト【
共
通
事
項
】所
日
本
・

モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
￥
一
般
：

5
0
0
円
、
高
校
・
大
学
生
：

3
0
0
円
、
65
歳
以
上
：
2
5
0

円
、
小
・
中
学
生
：
2
0
0
円（
コ

コ
ロ
ン
カ
ー
ド
提
示
で
無
料
）問

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
☎

56
–
1
0
0
0

図
書
館

❶
て
づ
く
り　

ま
い
・
ぶ
っ
く

日
8
月
7
日
㊐
午
後
2
時
〜
4
時

所
城
崎
庁
舎
2
階
大
会
議
室
内
ミ

ニ
絵
本
の
製
作
対
①
小
学
3
年
生

以
上
②
一
般
定
①
20
人
②
10
人
申

7
月
31
日
㊐
ま
で
に
問
に
電
話

❷
お
い
し
い
お
は
な
し　

わ
く
わ

く
・
ク
ッ
キ
ン
グ

日
8
月
19
日
㊎
午
後
1
時
〜
3
時

所
城
崎
地
区
公
民
館
内
読
み
聞
か

せ
、
ク
ッ
キ
ン
グ（
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
）、
工
作
対
小
学
生
定
15
人

￥
3
0
0
円
申
8
月
5
日
㊎
ま
で

に
問
に
電
話【
❶
❷
共
通
事
項
】問

城
崎
分
館
☎
21
–
9
0
7
2

❸
点
子
ち
ゃ
ん
の
点
字
教
室

日
7
月
25
日
㊊
、
8
月
1
日
㊊
午

前
10
時
〜
正
午（
全
2
回
）所
竹
野

庁
舎
2
階
第
2
研
修
室
内
点
字
で

打
っ
た
詩
の
冊
子
作
り
対
小
学
生

以
上
定
10
人
申
7
月
22
日
㊎
ま
で

に
問
に
電
話

❹
夏
休
み
小
学
生
工
作
教
室

日
8
月
6
日
㊏
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
所
竹
野
庁
舎
2
階
第
1
・

2
研
修
室
内
竹
野
の
自
然
の
も

の
を
使
っ
た
楽
器
対
小
学
生（
低

学
年
は
保
護
者
同
伴
）定
20
人
￥

2
0
0
円
申
8
月
3
日
㊌
ま
で
に

問
に
電
話【
❸
❹
共
通
事
項
】問
竹

野
分
館
☎
21
–
9
0
7
8

❺
お
た
の
し
み
会「
わ
く
わ
く
ラ

ン
ド
」

日
7
月
22
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
所
日
高
庁
舎
3
階
子
育

て
ホ
ー
ル
内
歌
、
読
み
聞
か
せ
、

風
鈴
作
り
な
ど
対
小
学
生（
幼
稚

園
以
下
は
保
護
者
同
伴
）定
30
人

問
日
高
分
館
☎
21
–
9
0
6
0

❻〝
本
と
あ
そ
ぼ
う
〞全
国
訪
問
お

は
な
し
隊
が
や
っ
て
く
る

日
7
月
23
日
㊏
午
後
2
時
30
分
〜

3
時
35
分
所
但
東
庁
舎
駐
車
場
ほ

か
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
内
の
本
の

閲
覧
、
お
話
し
会
対
乳
幼
児
と
保

護
者
、
小
学
生

❼
夏
休
み
子
ど
も
ル
ン
ル
ン
工
作

〈
第
1
弾
〉日
7
月
30
日
㊏
午
後
2

時
〜
内
迷
路
ゲ
ー
ム
対
小
学
1
・

2
年
生〈
第
2
弾
〉日
8
月
7
日
㊐

午
後
2
時
〜
内
ぱ
っ
く
ん
貯
金
箱

対
小
学
3
・
4
年
生〈
第
3
弾
〉日

8
月
8
日
㊊
午
後
2
時
〜
内
段
ボ

ー
ル
自
動
販
売
機
の
貯
金
箱
対
小

学
5
・
6
年
生
所
合
橋
地
区
公
民

館
定
15
人
申
開
催
日
2
日
前
ま
で

に
問
に
電
話【
❻
❼
共
通
事
項
】問

但
東
分
館
☎
21
–
9
0
3
6

市
立
美
術
館

木
彫
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
の
世
界

日
7
月
15
日
㊎
〜
8
月
30
日
㊋
※

76.4ＭＨｚＦＭジャングル
15分番組ピックアップ豊岡の宝
豊岡市で頑張る人やグループ・企業
を紹介
本放送：①第１㊋・②第３㊋の13：00～
再放送：①第１㊍・②第３㊍の18：30～
　　　　①第１㊏・②第３㊏の９：00～
※再放送は場合によっては、第２・４の
　同時間帯に放送
《問合せ》ＦＭジャングル
　☎22-0764
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大
学
実
行
委
員
会（
但
馬
文
教
府

内
）☎
22
–
4
4
0
7

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

日
7
月
30
日
㊏
、
31
日
㊐
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
30
分
所
但
馬
文
教

府（
妙
楽
寺
）内
科
学
に
関
す
る
展

示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
問
豊

岡
南
中
学
校
内
事
務
局
・
鎌
田
さ

ん
☎
22
–
2
5
4
6

に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ
い
う
え
お

あ
い
う
え
お
茶
会（
料
理
教
室
）

日
7
月
10
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊

岡
内
食
育
の
勉
強
と
菓
子
づ
く
り

定
親
子
15
組
￥
5
0
0
円

夏
休
み
子
ど
も
英
会
話
教
室

日
7
月
25
日
、
8
月
8
・
15
・
22

日
の
㊊（
全
4
回
）所
あ
い
う
え
お

事
務
所（
昭
和
町
）対
定
小
学
校
①

就
学
前
②
低
学
年
③
高
学
年（
各

10
人
）￥
2
千
円（
4
回
分
）申
7

月
15
日
㊎
ま
で
に
問
に
フ
ァ
ク
ス

【
共
通
事
項
】問
に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ

い
う
え
お
☎
Ｆ
20
–
4
0
3
7

自
衛
官
等
募
集
説
明
会

日
7
月
23
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
内
募
集

種
目〔
自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹

候
補
生
、
航
空
学
生
、
防
衛
大
・

防
衛
医
科
大（
看
護
）〕の
説
明
対

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方
、
保
護

者
問
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部

豊
岡
出
張
所
☎
22
–
3
9
7
8

放
送
大
学
説
明
会

日
7
月
3
日
㊐
午
後
1
時
〜
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市
民
活
動
室

A
内
大
学
説
明
会
、
入
学
相
談
会

問
放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
5
7
–
37
–
2
3
5
1

募
集

子
ど
も
写
生
会
〜
い
ず
し
城
下

を
描
く
〜
参
加
者

日
8
月
7
日
㊐
午
前
9
時
〜
午
後

3
時
ご
ろ（
早
退
も
可
）所
市
立
美

術
館
前
広
場
※
雨
天
時
は
出
石
庁

舎
1
階
市
民
ホ
ー
ル
内
出
石
城
下

の
歴
史
遺
産
に
触
れ
な
が
ら
、
自

然
を
描
く
対
市
内
の
幼
稚
園
児
、

小
・
中
学
生
※
保
護
者
が
送
迎
。

親
子
で
の
参
加
も
可
定
50
人
￥

2
0
0
円（
材
料
費
・
保
険
料
含

む
）◆
監
督
者
＝
小
・
中
学
校
の

先
生
、
Ｏ
Ｂ
の
先
生
申
7
月
4
日

㊊
〜
22
日
㊎
に
問
に
連
絡
問
市
立

美
術
館
☎
52
–
5
4
5
6

中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
7
月
25
日
㊊
〜
8
月
31
日
㊌
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
の
都
合
の
良

い
時
間
内
園
児
と
遊
ぶ
申
希
望
日

を
問
に
電
話（
㊐
を
除
く
）所
問
お

も
し
ろ
た
の
し　

み
え
こ
ど
も
園

（
鎌
田
）☎
24
–
0
4
6
2

毎
週
㊌
休
館
内
木
彫
展
示
館（
養

父
市
）所
蔵
の
木
彫
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
約
25
点
の
展
示

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
7
月
23
日
㊏
、
24
日
㊐
各
日
①

午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
1
時
〜

3
時
内
木
彫
の
小
作
品
の
作
成

（
別
途
料
金
が
必
要
）※
要
予
約
対

小
学
2
年
生
〜
一
般
申
7
月
4
日

㊊
〜
12
日
㊋
に
問
に
電
話【
共
通

事
項
】￥
一
般
：
6
0
0
円
所
問

市
立
美
術
館
☎
52
–
5
4
5
6

豊
岡
市
心
の
病
気
を
持
つ
人
の

家
族
の
つ
ど
い

日
7
月
15
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
所
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
3
階
第
2
会
議
室
内
体
験
発

表
、
家
族
同
士
の
話
し
合
い
対
市

内
等
の
精
神
障
害
者
の
家
族
・
関

係
者
申
7
月
8
日
㊎
ま
で
に
問

に
電
話
問
社
会
福
祉
課
☎
24
–

7
0
3
3
ま
た
は
豊
岡
市
精
神
障

害
者
家
族
連
合
会
事
務
局（
ロ
マ

ン
ハ
ウ
ス
）☎
23
–
0
0
1
9

第
49
回
文
教
府
夏
期
大
学

日
8
月
6
日
㊏
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
所
市
民
会
館
内
元
小
結
、
大

相
撲
解
説
者
・
舞
の
海
秀
平
さ
ん

と
タ
レ
ン
ト
の
西
川
ヘ
レ
ン
さ
ん

の
講
演
￥
2
千
円
問
文
教
府
夏
期

夏の交通事故防止運動
７月15日㊎～24日㊐

　夏の時期は、夏休みに入る開放感、レ
ジャーや暑さによる疲労感等が交通事故
につながります。｢事故を起こさない｣｢事
故に遭わない｣ために、交通ルールの遵
守と正しい交通マナーの実践を心掛けま
しょう。
《重点事項》
　子どもと高齢者の交通安全▽自転車の
交通安全▽飲酒運転など悪質・危険な運
転の根絶▽後部座席を含めた全ての座席
のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底
《自転車保険》
　平成27年10月１日から自転車損害賠償
保険等への加入が県の条例で義務付けら
れました（未加入者に対する罰則規定な
し）。加入する保険は、自転車事故で生じ
た他人の生命や身体の損害を補償するこ
とができるものであれば、どの保険でも
構いません。
問生活環境課☎21-9001
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ス
タ
ッ
フ
対
高
校
生
以
上（
高
校

生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）◆

参
加
登
録
費
＝
2
千
円
申
8
月
31

日
㊌
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
を

問
に
提
出
他
9
月
活
動
開
始
。
年

度
内
旗
揚
げ
公
演
問
豊
岡
市
民
プ

ラ
ザ
☎
24
–
3
0
0
0

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

第
34
回
イ
ベ
ン
ト『
く
る
く
る
夏

く
る
恋
気
分
』

日
7
月
9
日
㊏
午
後
6
時
〜
9
時

◆
集
合
＝
男
性
：
午
後
5
時
15
分
、

女
性
：
午
後
5
時
45
分
所
武た
け

士し（
中

央
町
）内
居
酒
屋
交
流
定
男
女
各

12
人
￥
男
性
4
5
0
0
円
、
女
性

2
5
0
0
円
申
7
月
4
日
㊊
ま
で

に
参
加
イ
ベ
ン
ト
名
、
氏
名
、
携

帯
電
話
番
号
、
住
所
、
生
年
月
日

を
問
に
連
絡

第
35
回
イ
ベ
ン
ト『
恋
縁
日
♥
』

体
験
入
園

日
7
月
25
日
㊊
〜
29
日
㊎
午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
対
0
〜
5
歳

児
、
保
護
者
￥
1
日
2
0
0
円

（
幼
児
の
み
給
食
体
験
）申
7
月
4

日
㊊
〜
6
日
㊌
に
各
園
所
定
の
申

込
用
紙
を
提
出
◆
所
・
定
・
問
み

か
た
の
森
こ
ど
も
園
・
2
組
・
☎

44
–
0
6
1
0
▽
こ
く
ふ
こ
ど
も

園
・
5
組
・
☎
42
–
1
7
1
7
▽

八
代
保
育
園
・
3
組
・
☎
42
–

1
7
3
1
▽
蓼
川
保
育
園
・
3
組
・

☎
42
–
0
1
6
9
▽
蓼
川
第
二
保

育
園
・
2
組
・
☎
42
–
1
1
2
2

▽
静
修
保
育
園
・
3
組
・
☎
42
–

1
0
5
6
▽
き
よ
た
き
認
定
こ
ど

も
園
・
3
組
・
☎
45
–
0
4
5
0

劇
団「
演
劇F

フ
ァ
ク
ト
リ
ー

A
C
TO
R
Y｣

旗
揚
げ
メ
ン
バ
ー

◆
募
集
メ
ン
バ
ー
＝
キ
ャ
ス
ト
・

日
7
月
24
日
㊐
午
前
11
時
〜
午
後

3
時
◆
集
合
＝
男
性
：
午
前
10
時

15
分
、
女
性
：
午
前
10
時
45
分
所

本
庁
舎
2
階
食
堂
内
屋
台
の
食
事

で
交
流
定
男
女
各
15
人
￥
男
性

3
5
0
0
円
、女
性
2
千
円
申
7
月

19
日
㊋
ま
で
に
参
加
イ
ベ
ン
ト
名
、

氏
名
、携
帯
電
話
番
号
、住
所
、生

年
月
日
を
問
に
連
絡【
共
通
事
項
】

対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女
※
男
性

は
本
市
在
住
ま
た
は
在
勤
問
豊
岡

市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
23
–
2
5
7
3
Ｍheart-p@
toyooka-w

el.jp

Ｈ
あ
り

第
5
回

と
よ
お
か
ま
ち
バ
ル
参
加
店
舗

日
10
月
18
日
㊋
対
豊
岡
中
心
市
街

地
に
店
舗
が
あ
り
、
ま
ち
バ
ル
の

趣
旨
に
賛
同
で
き
る
方
申
7
月
1

日
㊎
〜
8
月
5
日
㊎
に
問
に
電
話

問
と
よ
お
か
ま
ち
バ
ル
実
行
委

員
会
・
河
本
さ
ん
☎
0
9
0
–

2
1
1
7
–
4
9
6
5

ど
ん
ぐ
り
山
友
会
2
0
1
6

富
士
山
登
山
参
加
者

日
9
月
6
日
㊋
〜
9
日
㊎（
車
中

1
泊
）※
9
月
6
日
㊋
午
後
9
時

に
日
高
庁
舎
を
出
発
内
ゆ
っ
く
り

と
し
た
ペ
ー
ス
で
富
士
山
に
登
る

定
25
人
￥
4
万
8
千
円
申
7
月
9

日
㊏
午
前
9
時
か
ら
問
に
連
絡
他

登
山
の
専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
▽
事

前
説
明
会
あ
り（
8
月
上
旬
）問
ど

ん
ぐ
り
山
友
会（
植
村
直
己
冒
険

館
内
）☎
44
–
1
5
1
5
Ｆ
44
–

1
5
1
4

第
7
回
が
っ
せ
ぇ
ア
ー
ト
作
品

◆
募
集
作
品
＝
絵
画
、
彫
塑
な
ど

の
創
作
物
対
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
①
但
馬
地
域
在
住
の
療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
所
持
者
ま
た
は
、
同
等

の
障
害
の
あ
る
18
歳
以
上
②
が
っ

せ
ぇ
ア
ー
ト
会
員
ま
た
は
そ
の
家

族
③
そ
の
他
￥
①
②
無
料
③
1
点

2
千
円
申
8
月
16
日
㊋
ま
で
に
問

に
提
出
問
が
っ
せ
ぇ
ア
ー
ト
☎

0
7
9
–
6
6
2
–
7
3
9
0

県
立
大
学
大
学
院
入
学
生

　

平
成
29
年
度
県
立
大
学
大
学
院

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

の
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
試
験
日
時
＝
8
月
27
日
㊏
午
前

11
時
〜
所
豊
岡
会
場
、
神
戸
会
場

◆
募
集
人
員
＝
①
博
士
前
期
課
程

12
人
②
博
士
後
期
課
程
2
人
対
①

大
学
卒
業
者（
見
込
み
含
む
）、
社

会
人
、
留
学
生
②
修
士
課
程
修
了

者
、
同
等
の
学
力
の
あ
る
方
◆
出

願
資
格
認
定
＝
7
月
22
日
㊎
〜
8

税収確保重点期間（７～９月）
　市では、税の公平性と自主
財源の確保を図るため、７～
９月を｢税収確保重点期間｣と
定め、市税の滞納があり、納
付も納税の相談もない方に対
し、差押などの滞納処分を強
化します。市
税の納付が困
難な場合、滞
納を放置せ
ず、相談して
ください。ま
た、納税は便
利な口座振替
もできますの
で、ぜひ、利
用してくださ
い。
問税務課☎23-1118

過去５年の滞納
処分（差押）件数
年度 件数
23 608
24 525
25 719
26 880
27 534
計 3,266
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月
7
日
㊐
申
8
月
3
日
㊌
〜
16
日

㊋
に
問
に
連
絡
他
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
問
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト

リ
キ
ャ
ン
パ
ス
学
務
課
☎
34
–

6
0
7
9
Ｆ
22
–
5
2
0
0

平
成
28
年
度
助
成
団
体

美
し
い
但
馬
づ
く
り
支
援
事
業

対
5
人
以
上
の
清
掃
従
事
者
ま
た

は
会
員
が
お
り
、
但
馬
地
域
内
で

清
掃
活
動
ま
た
は
環
境
保
全
・
創

造
活
動
を
行
う
団
体
◆
助
成
金
額

＝
上
限
3
万
円

但
馬
人
材
派
遣
支
援
事
業

対
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
受
講
者

を
対
象
に
し
た
研
修
会
等
の
活
動

を
行
っ
て
い
る
但
馬
内
の
団
体
◆

助
成
金
額
＝
上
限
1
万
円（
年
間

合
計
）【
共
通
事
項
】申
実
施
の
1

カ
月
前
ま
で
に
所
定
の
用
紙
を
問

に
提
出
問
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り

協
会
☎
24
–
2
2
4
7

公
立
八
鹿
病
院
組
合
職
員

◆
募
集
職
種・人
数
＝
①
薬
剤
師
・

2
人
②
臨
床
検
査
技
師
・
1
人
③

作
業
療
法
士
・
1
人
④
診
療
放
射

線
技
師
・
1
人
⑤
介
護
福
祉
士
・
4

人
⑥
看
護
師
・
助
産
師
・
30
人
◆
試

験
日
＝
①
〜
⑤
9
月
24
日
㊏
⑥
7

月
15
日
㊎
、8
月
6
日
㊏
、9
月
3

日
㊏
◆
採
用
予
定
日
＝
平
成
29
年

4
月
1
日
対
申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
の
上
、
必
要
書
類
を
問
に
提

出
問
公
立
八
鹿
病
院
人
事
会
計
課

☎
0
7
9
–
6
6
2
–
5
5
5
5

教
室
・
講
座

パ
ス
テ
ル
画
教
室

日
①
7
月
30
日
㊏
②
31
日
㊐
各
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分
ご
ろ

所
出
石
庁
舎
第
2
会
議
室
対
小
学

校
①
低
学
年
②
高
学
年
定
各
日
10

人
程
度
￥
3
千
円（
パ
ス
テ
ル
な

ど
画
材
は
準
備
し
ま
す
）申
7
月

2
日
㊏
〜
12
日
㊋
に
問
に
電
話
他

12
月
の
企
画
展
で
展
示
予
定
。
作

品
は
展
覧
会
終
了
後
に
返
却（
一

時
返
却
可
）問
市
立
美
術
館
☎
52

–
5
4
5
6

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

日
8
月
19
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
消
防
本
部
3
階
会

議
室
対
不
特
定
多
数
の
人
が
出

入
り
す
る
収
容
人
員
3
0
0
人

以
上
の
事
業
所
の
防
火
管
理
者

定
30
人
￥
2
千
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）申
7
月
11
日
㊊
〜
8
月
5

日
㊎
に
問
ま
た
は
各
分
署
等
に
申

込
書
を
提
出
他
案
内
、
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
問
消
防
本
部
予
防
課
☎
24
–

1
1
1
9

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
7
月
23
日
㊏
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時
※
雨
天
決
行
所
竹
野
南

森
林
公
園
内
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ

ト
作
り
定
20
人
￥
5
0
0
円（
中

学
生
以
下
2
0
0
円
）申
7
月
8

日
㊎
ま
で
に
問
に
電
話
他
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
問
竹
野
振
興

局
地
域
振
興
課
☎
21
–
9
0
7
3

ま
た
は
竹
野
南
地
区
公
民
館
☎
48

–
0
0
0
8

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
7
月
11
日
㊊
〜
9
月
26
日
㊊
午

後
8
時
〜
10
時
所
市
民
体
育
館
対

高
校
生
以
上
の
初
心
者
定
10
人
￥

千
円（
保
険
料
含
む
）申
7
月
7
日

ま
で
に
問
に
電
話
問
豊
岡
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
・
岩
崎
さ
ん
☎

0
9
0
–
3
2
8
1
–
4
3
8
4

行
政
相
談
員
表
彰

○
近
畿
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰

▽
角つ
の

岡お
か

充み

國く
に

○
近
畿
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議

会
会
長
表
彰

▽
宮
代
俊し
ゅ
ん

一い
ち

兵
庫
県
危
険
物
安
全・安
心
大
会

（
公
財
）兵
庫
県
危
険
物
安
全
協
会

　

代
表
理
事
表
彰

○
優
良
危
険
物
取
扱
者

▽
松
田
良
二（
出
石
町
中
村
）

▽
山
下
芳
弘（
元
町
）

○
優
良
事
業
所

▽
株
式
会
社H

O
TEL KO

SH
O

（
日
高
町
土
居
）

▽
株
式
会
社
マ
ル
ナ
カ（
福
田
）

第
59
回
風
間
杯
全
国
高
校
選
抜
大
会

（
3
月
27
・
28
日
、
新
潟
市
）

■
レ
ス
リ
ン
グ
66
㎏
級　

3
位

▽
伊
藤
朱
里（
網
野
高
校
1
年
、

塩
津
出
身
）

2
0
1
6
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

（
4
月
23
・
24
日
、
横
浜
市
）

■
レ
ス
リ
ン
グ
カ
デ
ッ
ト
69
㎏
級

　

3
位

▽
伊
藤
朱
里（
網
野
高
校
2
年
、

塩
津
出
身
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）
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相
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

日
7
月
15
日
㊎
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
※
1
人
1
時
間
程
度
所
立
野

庁
舎
内「
気
持
ち
が
落
ち
込
む
」

「
対
人
関
係
で
悩
ん
で
い
る
」な
ど
、

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
市
の
臨
床
心
理

士
や
保
健
師
に
相
談
※
申
込
み
必

要
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
対
本
人

や
家
族
な
ど
申
問
健
康
増
進
課
☎

24
–
1
1
2
7

身
体
障
害
者
移
動
相
談

日
7
月
29
日
㊎
午
前
11
時
〜
午
後

1
時
所
豊
岡
市
福
祉
事
務
所
内
補

装
具（
義
肢
、
装
具
、
車
い
す
）支

給
・
修
理
の
判
定
、
補
装
具
装
用

指
導
な
ど
※
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
診
断
は
不
可
対
肢
体
障
害
者

申
7
月
15
日
㊎
ま
で
に
問
に
電
話

問
社
会
福
祉
課
☎
24
–
7
0
3
3

無
料
法
律
相
談
会

日
7
月
29
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
※
1
人
30
分
所
豊
岡
稽

古
堂
1
階
交
流
室
内
消
費
者
問
題
、

多
重
債
務
な
ど
◆
相
談
者
＝
弁
護

士
・
木
下
和
茂
さ
ん
定
6
人
申
7

月
22
日
㊎
ま
で
に
問
に
電
話
問
生

活
環
境
課
☎
21
–
9
0
0
1

土
曜　

創
業
・
経
営
相
談
会

日
8
月
6
日
㊏
午
前
10
時
〜
午
後

5
時
所
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
但

馬
支
所（
寿
町
）対
創
業
を
考
え
て

い
る
方
、
中
小
企
業
の
経
営
者
な

ど
申
8
月
3
日
㊌
ま
で
に
問
に
連

絡
問
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
☎

0
7
8
–
3
9
3
–
3
9
2
0

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
7
月
9
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM
A

（
大

磯
町
）内
遺
言
・
相
続
の
相
談
申

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

☎
0
7
9
–
6
6
2
–
6
5
6
9

Ｆ
0
7
9
–
6
6
2
–
8
5
0
3

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
7
月
16
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
楽

屋
A
内
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支

部
☎
23
–
8
0
1
1

そ
の
他

浄
化
槽
汚
泥
処
理
費
用
を
改
定

　

4
月
1
日
か
ら
下
水
道
使
用
料

が
増
額
改
定
さ
れ
、
浄
化
槽
世
帯

に
つ
い
て
も
、
公
平
性
を
保
つ
た

め
に
、
7
月
1
日
処
理
分
か
ら
処

理
費
用
を
1
8
0
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
5
0
0
円
に
、
ま
た
、1
8
0

リ
ッ
ト
ル
を
超
え
90
リ
ッ
ト
ル
ま

で
を
増
す
毎
に
2
5
0
円
加
算
に

そ
れ
ぞ
れ
改
定
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
負
担

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
☎
23
–
5
3
0
4

日
曜
納
税
相
談
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

日
曜
納
税
相
談

日
7
月
17
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
所
本
庁
舎
1
階（
税
務
課
収

税
係
）他
納
付
も
可

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

対
20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
原
則

誰
で
も
※
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要（
公
売
保
障
金
不
用
物
件
を

除
く
）◆
公
売
方
法
＝
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
せ
り
売
り
◆
参
加
申

込
期
間
＝
7
月
7
日
㊍
午
後
1
時

〜
26
日
㊋
午
後
11
時
◆
せ
り
売
り

期
間
＝
8
月
2
日
㊋
午
後
1
時
〜

4
日
㊍
午
後
11
時
◆
代
金
納
付
期

限
＝
8
月
12
日
㊎
午
後
3
時
◆
公

売
物
件
＝
絵
画
な
ど
12
点（
予
定
）

申
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
参
加

（
7
月
7
日
㊍
公
開
予
定
）

下
見
会

　

落
札
し
た
物
件
は
返
品
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
よ
く

見
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
7
月
17
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
所
本
庁
舎
1
階
他
大
型
物
件

は
下
見
会
に
展
示
し
ま
せ
ん
。
見

学
を
希
望
す
る
方
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い【
共
通
事
項
】他
次 旬の神水わかめは大人気

（表紙写真）
田結わかめ祭
　５月22日、田結漁港わかめ干
場で、第17回田結わかめ祭が開
催されました。
　田結の神

かん

水
ずい

わかめは、うま味
成分が豊富で、地元ではおいし
いことで人気。来場者はわかめ
のしゃぶしゃぶやおにぎり、餅
などの食事や、乾燥わかめや生
わかめ、鮮魚などの土産の品定
めを楽しんでいました。
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小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
–
6
1
1
1

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0
–
9
7
9
–
4
5
1

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

–
3
9
3
–
1
8
0
3

７月のテーマ
曜日 内　　容

月 スマホ老眼

火 スポーツマウスガードの効果

水 海外から持ち込まれる感染症

木 くり返す子どもの中耳炎

金～日 初夏の紫外線が強まる季節

の
サ
イ
ト
で
も
公
売
に
関
す
る
情

報
を
提
供
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽

ヤ
フ
ー（
株
）の
公
売
シ
ス
テ
ム
問

税
務
課
☎
23
–
1
1
1
8

県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業

ま
ち
な
み
緑
化

内
県
民
緑
税
を
活
用
し
、
緑
化
活

動
を
助
成
◆
対
象
区
域
＝
住
民
団

体
：
市
内
全
域
▽
個
人
・
法
人
：
緑

条
例
の「
ま
ち
の
区
域
」等
◆
対
象

経
費
＝
①
一
般
緑
化
②
校
園
庭・広

場
の
芝
生
化
③
駐
車
場
の
芝
生
化

④
建
築
物
の
屋
上
緑
化・壁
面
緑
化

｜

に
要
す
る
経
費（
上
限
：
4　
0

　
0
万
円
、個
人
・
法
人
は
対
象
経
費

の
2
分
の
1
以
内
）◆
対
象
規
模

＝
住
民
団
体
：
①
②
30
㎡
以
上
③

④
1
0
0
㎡
以
上
▽
個
人
・
法
人
：

①
〜
④
1
0
0
㎡
以
上
申
11
月
30

日
㊌
ま
で
に
申
請
書
を
問
に
提
出

大
規
模
都
心
緑
化

内
人
口
集
中
地
区
内
の
公
共
性
が

高
い
都
心
空
間
で
協
議
会
が
行
う

大
規
模
緑
化
を
助
成
※
条
件
等
は

問
い
合
わ
せ【
共
通
事
項
】他
法
令

等
で
緑
化
義
務
が
課
さ
れ
る
部
分

は
、
補
助
対
象
外
問
都
市
整
備
課

☎
23
–
1
7
1
2
ま
た
は
豊
岡
土

木
事
務
所
☎
26
–
3
7
5
7

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
付

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
方
や
65
歳
以
上
の
方
の
み

の
世
帯
等
を
対
象
に
、
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
を
配
付
し
ま
す
。

◆
キ
ッ
ト
の
内
容
＝
保
管
容
器
▽

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
▽
医
療
情
報

記
録
用
紙
他
詳
し
く
は
、
広
報
と

よ
お
か
8
月
号
と
共
に
配
布
す
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
問
高
年

介
護
課
☎
29
–
0
0
5
5

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

◆
追
加
事
業
者
＝
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
ヒ
ラ
イ
ふ
く
福
タ
ク
シ
ー

（
昭
和
町
2
–
10
）☎
0
1
2
0
–

3
2
9
–
2
9
3
Ｆ
0
7
9
–

6
7
0
–
1
2
6
8
問
社
会
福
祉

課
☎
24
–
7
0
3
3

但
馬
県
民
局
庁
舎
移
転

　

庁
舎
本
館
の
耐
震
工
事
完
了
に

伴
い
、
仮
設
庁
舎
に
分
散
し
て
い

る
各
事
務
所
は
、
元
の
豊
岡
総
合

庁
舎
本
館
に
移
転
し
ま
す
。

◆
事
務
所
名
・
本
館
で
の
業
務
開

始
予
定
日
＝
県
民
局
長
、
副
局
長
、

総
務
企
画
室
、豊
岡
土
木
事
務
所
・

7
月
25
日
㊊
▽
豊
岡
農
林
水
産
振

興
事
務
所
、
豊
岡
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
、
豊
岡
土
地
改
良
セ
ン

タ
ー
、豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所（
監

査
・
福
祉
課
）・
8
月
1
日
㊊
▽

地
域
政
策
室
、
但
馬
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、
豊
岡
県
税
事
務
所
・
8

月
8
日
㊊
▽
但
馬
教
育
事
務
所
・

8
月
22
日
㊊
問
但
馬
県
民
局
総
務

企
画
室
☎
26
–
3
6
1
3

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

月日 担当医師・
住所

7
月

24
日

赤松　亮
（九日市下町）

31
日

中沢　洋
（出石町本町）

※診療時間は、午前９時
～午後５時

７月は社会を明るくする運動強調月間
～犯罪や非行を防止し、
 立ち直りを支える地域の力～
　犯罪と非行の防止、更生の援助のため、
犯罪や非行のない明るい社会を築こうと
する全国的な運動です。
　市内では、７月１日㊎から豊岡保護区
保護司会、豊岡地区更生保護女性会によ
る啓発運動が行われます。
問社会福祉課☎24-7032
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 ７月の納税
・固定資産税　第２期
・国民健康保険税（普通徴収）
　第１期
納期限　８月1日（月）
　納税は便利な口座振替を利
用してください。
問税務課収税係☎23-1118ま
たは各振興局市民福祉課



母と子の健康

保健師　定期駐在日
ご案内

（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に連
絡してください。

8

健康
増進課
☎24-1127

４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

５ 金 13：00～14：00 平成28年３月15日～４月２日生

日高 ３ 水 13：00～13：30 平成28年３月７日～４月３日生
出石
但東 23 火 13：00～13：15 平成28年３月20日～４月23日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

８ 月 13：00～14：00 平成27年12月26日～平成28年１月８日生

日高 ３ 水 13：15～13：45 平成27年12月７日～平成28年１月３日生
出石
但東 23 火 13：15～13：30 平成27年12月20日～平成28年１月23日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談・歯

科相談・ブックスタート（絵本の読み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

２
火 13：00～14：00

平成26年12月25日
～平成27年１月18日生

23 平成27年１月19日
～２月２日生

出石 ３ 水 13：00～13：30 平成26年12月・平成27年1月生
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ

オル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児

相談・歯科相談・フッ素塗布（希望者
500円）など

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

全域 ５、19 金 9：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付・保健師・栄養士・歯科衛
生士の相談・妊婦健診助成の手続きなど

◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

全域 18 木 13：00～13：15 平成27年７月生
幼児食の話・試食・歯みがきの
話・栄養相談（希望者）・歯科
相談（希望者）

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント制度対象事業　100ポイント

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

日高 10 水 13：00～13：15 平成26年４月～６月生
身体計測・歯科診察・フッ素
塗布（希望者500円）・歯科相
談・育児相談など

◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康･環境ポイント制度対象事業　100ポイント

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

９ 火 13：00～13：40 平成25年５月10日～29日生

日高 24 水 13：00～13：30 平成25年５月・ ６月生
◇持ち物　母子手帳・視聴覚アンケート・尿・健康診

査アンケート・バスタオル
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・

育児相談・歯科相談・幼児食試食・栄養
相談など

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。な
お、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課まで連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

月の保健行事
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献　　血

健診結果相談会

地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡
１ 月 9：00～11：30 中筋地区公民館

13：30～15：30 立野庁舎
16 火 9：00～11：30 本庁舎12：45～15：30

日高
22 月 9：30～11：30 八代ふれあいセンター

13：30～15：30 国府地区コミュニティセンター
31 水 9：30～11：45 三方地区基幹集落センター13：00～15：30

但東 21 日 8：30～13：00 但東中学校（但東消防団）

日 曜日 時間 会場
１ 月 10：00～11：30 立野庁舎　１階　Ａ会議室

毎週火曜日は歩キングデー コーちゃん

相　　談
名　　称 曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988
兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　♯

シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  078-304-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

会　場 開催日 時間
ウェルストーク
豊岡 ７日（日）10：00～20：00（受付：19：00まで）１時間程度
◇内容　ボディースキャン、体力測定、個別運動指導
◇対象　20歳以上の市民　◇費用　無料
◇申込み　ウェルストーク豊岡 ☎24-0582 ※要予約

個別運動指導

休日急病診療所 （立野町12-12）

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
７日（日）、11日（木・
祝）、14日（日）、21
日（日）、28日（日）

① 9：00～11：30
②13：00～16：30 内科・小児科 23-9219

オーちゃん

運
動
体
験
教
室

▼
日
時　

7
月
22
日（
金
）

①
第
一
部　
午
前
10
時
〜
10
時
50

　

分（
受
付
午
前
9
時
30
分
〜
）

②
第
二
部　
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所　

立
野
庁
舎　

1
階　

多

目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
　

①
第
一
部　
は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
塾　

○
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操﹇
運
動
指
導

　

士
な
ど
﹈　

②
第
二
部　
カ
ラ
ダ
引
き
締
め
応

　

援
ひ
ろ
ば

○
筋
ト
レ
指
導﹇
熊
本
大
学
教
授

（
Dr.
ツ
ヅ
ク
）都
竹
茂
樹
さ
ん
﹈

○
歩
き
方
指
導﹇
大
阪
産
業
大
学

教
授　

佐
藤
真
治
さ
ん
﹈

▼
そ
の
他　

参
加
費
無
料
･
事
前

申
込
み
不
要

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
21
–
9
0
9
5

　

FAX　
24
–
9
6
0
5

おわびと訂正　６月号29ページの｢献血｣の会場｢出石Ｂ＆Ｇ海洋センター｣は｢ひぼこホール｣の誤りでした。訂正しおわびします。

医
療
受
給
者
証
の
更
新
申
請
手
続
き

〜
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
・

指
定
難
病
医
療
受
給
者
証
〜

小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
受
給
者
証

更
新
手
続
き
の
案
内
・

受
付
開
始

指
定
難
病
医
療
受
給
者
証

▼
対
象
者

　

9
月
30
日
ま
で
有
効
の
小
児
慢

性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証
を
持

つ
方
で
、
10
月
1
日
以
降
も
引
き

続
き
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
す

る
満
20
歳
未
満
の
方（
10
月
1
日

時
点
）。

※
一
定
の
医
学
基
準
を
満
た
す
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
主
治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
更
新
手
続
き
案
内
の
送
付

　

更
新
手
続
き
の
案
内
は
、
6
月

末
ま
で
に
、
各
受
給
者
宛
て
に
郵

送
し
ま
す
。

※
案
内
が
7
月
上
旬
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
、
必
ず
窓
口
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
開
始
予
定

　

7
月
1
日（
金
）〜
8
月
31
日

（
水
）（
土
･
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
）

※
9
月
30
日（
金
）ま
で
更
新
申
請

の
受
付
は
で
き
ま
す
が
、
新
し

い
受
給
者
証
の
発
送
が
10
月
1

日（
土
）以
降
に
な
り
ま
す
の
で

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

《
申
請
・
問
合
せ
》
豊
岡
健
康

福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課（
豊

岡
保
健
所
）（
〒
6
6
8
–
0 

0
2
5
、幸
町
7
–
11
）☎
26
–

3
6
7
2

▼
対
象
者

　

9
月
30
日
ま
で
有
効
の
指
定
難

病
医
療
受
給
者
証
を
持
つ
方
で
、

10
月
1
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
す
る
方
。

※
有
効
期
限
が

12
月
末
ま
で

の
受
給
者
証

を
持
つ
方
は
、

別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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7月の行事予定7月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
１ 金
２ 土 10：30 竹野 テーマであそぼ「はたらく車大集合！」（工作：ウィングカー）　幼 児

３ 日
４ 月
５ 火 休館日

６ 水
10：30 竹野 にじっこ絵本　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

７ 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

８ 金 10：30 本館 としょかん映画会「オフサイド・ガールズ」（2006年・イラン・92分）　般

10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

９ 土

10：10 本館 土曜としょかん（工作：くるくるストロー）　児

10：30 城崎 おはなしランド（工作：きらきら水族館）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30 本館 としょかん映画会「オフサイド・ガールズ」（2006年・イラン・92分）　般

10 日
11 月
12 火 休館日
13 水 10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼

14 木 10：30 出石 おはなしを楽しむ会　般

15 金
16 土
17 日
18 月 休館日
19 火 休館日

20 水 ９：30 本館 おはなしのゆりかご（豊岡市民プラザほっとステージ）　乳

10：30 城崎 読み聞かせ研修会　絵本の森　般

21 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼

22 金 13：30 日高 おたのしみ会｢わくわくランド｣（子育てホール）　幼 児

23 土

10：10 本館 読み聞かせ勉強会　般

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼 児

14：30 但東“本とあそぼう”全国訪問おはなし隊がやってくる　乳 幼 児

24 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

25 月 10：00 竹野 点子ちゃんの点字教室（１回目）　児 中

26 火 休館日
27 水 10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼

28 木
10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

13：30 本館 夏休みの思い出ＢＯＯＫ（１回目）　児 般

29 金 休館日（図書整理日）

30 土
14：00 本館 おはなしの会　幼 児

14：00 但東 夏休み子どもルンルン工作（対象：小学１・２年生｢めいろゲーム｣）　児

31 日

図書館へ行こう！
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後６時　※本館（金・土）午前10時～午後７時

日時　７月28日・８月４・18日
の木曜日　午後１時30分
～

場所　本館２階　視聴覚・講演
室

対象　小学校１～３年生（定員
20人）
※全ての回に参加できる
こと

申込み　７月１日（金）から本館
で受付（先着順）

日時　８月３・10・17日の水曜
日・26日の金曜日　午前
10時10分～

場所　本館２階　視聴覚・講演
室

対象　小学校４～６年生（定員
10人）
※全ての回に参加できる
こと

申込み　７月１日（金）から本館
で受付（先着順）

　各分館も、夏休み期間中さま
ざまな教室や楽しい催しを開催
します。夏休みの思い出や作品
として残るものばかりです。ぜ
ひ、参加してください。
　詳しくは、26ページをご覧く
ださい。　

夏休みの思い出ＢＯＯＫ（全３回）

点字絵日記教室（全４回）
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物のないものは申込時に確認してください。

つどいの広場/7月
←最新情報は
　こちらから

日　時 14日（木）午後１時30分～２時45分
申込開始 ４日（月）
対　象 ６カ月～１歳６カ月までの乳幼児と保護者　25組（先着順）
内　容 手遊び、触れ合い遊び、お母さん同士の交流

手遊び＆ふれあい遊びⅠ　子育て学習室

日　時
20日（水）・28日（木）・29日（金）午後１時30分～３時
22日（金）・25日（月）・27日（水）午前10時15分～11時30分
雨天、悪天候中止

対　象 乳幼児と保護者
申込締切 前日まで
内　容 水遊び（手作り金魚すくい・バチャバチャ遊び　ほか）

みずあそび広場　スカイドーム（しばっこ広場）

日　時 23日（土）午後２時30分～３時35分
対　象 乳幼児と保護者および小学生
内　容 キャラバンカー見学、おはなし会（絵本読み聞かせ）

“本とあそぼう”　｢全国訪問おはなし隊｣がやってくる‼ 市民センター･子育てセンター

日　時 15日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師によるミニ講話、相談、親子遊び、交流、計測

なかよし広場

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

日　時 ①ほっとたいむ ４日（月）・28日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 21日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌・童謡を歌う　②紙芝居・いろいろな遊び

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ　ふれあい広場

日　時 14日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 楽しい水遊び
持ち物 着替え、お茶、タオル

そとあそび広場　子育てセンター側庁舎入り口付近

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

パパと遊ぼうＤＡＹ！
日　時 ３日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者（きょうだい可）
内　容 親子触れ合い遊び

なかよし広場
日　時 13日（水）午前10時～11時30分
対　象 おおむね１歳までの乳児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、計測、相談、ベビー体操、冷水摩擦、ママさん体操

なかよし広場
日　時 28日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 おおむね１歳くらいまでの乳児と保護者、妊婦
内　容 栄養士ミニ講話｢離乳食について｣、計測、相談、簡単ベビーマッサージ

にこにこ紙芝居の会
日　時 26日（火）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 紙芝居を見る、体操　ほか

おでかけ広場　三方地区公民館（みかたの森こども園そば）
日　時 14日（木）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水（プール）遊び、ミニシアター　ほか

日　時 12日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽器・歌あそび、リトミック＆ママの歌声

音楽あそび

日　時 ７日（木）午前10時～12時30分
対　象 乳幼児と保護者　＊参加費１人50円必要
内　容 笹飾り・そうめんで天の川を作ろう

七夕まつり

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

日　時 ９日（土）午前11時～正午　＊開場：午前10時45分
対　象 乳幼児・小学生とその家族　150人
内　容 人形劇｢森のちいくまちゃん｣｢わくわく　どっきん！こぶたのりんご｣
入場料 大人800円・小学生300円・幼児200円　各センターで販売

とよおか・こどもまつりパートⅡ　子育て学習室

日　時 20日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び・読み聞かせ・計測・子育て相談・本の貸出＆返却
スタッフ 保健師、栄養士、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、図書館児童ボランティア

なかよし広場　豊岡市民プラザ　ほっとステージ

日　時 22日（金）午後１時30分～３時30分
申込開始 13日（水）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育15人）
内　容 その子にあった”大きくなり方”を尊重しよう

７月の子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

日　時 31日（日）午前10時～11時30分
申込開始 21日（木）
対　象 ２歳以上の幼児とパパ 20組＊お母さんだけの参加ＯＫ
内　容 楽しい親子運動遊び
講　師 運動遊び指導員

パパとあそぼうデー”おやこっこ運動遊び”　子育て学習室＆しばっこ広場

日　時 ８月３日（水）午後１時30分～３時30分
申込開始 25日（月）
対　象 ３年生以上の小学生　先着15人
内　容 布で作ろう！“MYペンケース”材料費１人400円
講　師 ぐるーぷＭＯＫＯのみなさん

小学生の手作り広場　子育て学習室

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎庁舎2階）日・月曜日休館

日　時 ６日（水）午前10時30分～11時30分
申込締切 ５日（火）
対　象 おおむね０歳の乳児と保護者　15組
内　容 用具を使った親子体操・お母さんのストレッチほか
講　師 日本３Ｂ体操協会　谷田弘子さん・永尾恵子さん

3Ｂ体操　城崎庁舎１階　集会室

日　時 15日（金）午前10時30分～11時30分
申込締切 14日（木）
対　象 おおむね１歳までの乳児と保護者　定員15組
内　容 ベビーマッサージ、お母さんのおしゃべり会
講　師 ベビーマッサージインストラクター　土生田尚子さん

ベビーマッサージ　城崎庁舎１階　集会室

日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分＊悪天候の場合は中止
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び、水鉄砲、まと当て　ほか
持ち物 濡れても良い履物と服、着替え、タオル、帽子、お茶

そとあそび広場　城崎スポーツ広場

おたのしみ交流会
日　時 27日（水）午前10時15分～11時30分 申込開始 13日（水）
対　象 乳幼児、幼稚園児、小学１･２年生と保護者　30組
内　容 じゃんけんゲーム・ボーリングゲーム・ビンゴゲーム・読み聞かせ　ほか

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

なつまつり　合橋地区公民館
日　時 10日（日）午前11時～午後１時30分 申込期限 ５日（火）
対　象 乳幼児と保護者（きょうだい、祖父母の参加歓迎）
内　容 コーナー遊び（お店やさん、魚釣り、食事コーナーほか）
持ち物 １家族お米２合（前日までに持参）、お茶、参加費（１人100円）

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

七夕の会
日　時 13日（水）午前10時30分～11時30分 申込期限 12日（火）
対　象 乳幼児と保護者　30組
内　容 歌、パネルシアター、親子触れ合い遊び、笹飾りを作って飾る　ほか
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平成28年5月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

JULY
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談 11日（月）13：30～16：00 日高農村環境改善センター 生涯学習課 23－034113日（水） 豊岡健康福祉センター

行 政 相 談

 1 日（金）13：30～15：30 城崎庁舎

秘書広報課 23－1114

 5 日（火） 竹野庁舎
 9 日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター
11日（月）

13：30～15：30
日高農村環境改善センター

14日（木） 出石庁舎
21日（木） 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談  6 日（水）13：00～16：00

豊岡健康福祉センター

社会福祉課 24－7033

20日（水）
身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 22日（金）13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 27日（水）13：00～16：00
知 的 障 害 者 相 談 12日（火） 9：00～11：00 立野庁舎

精神保健福祉相談
14日（木）

9：00～11：00
竹野庁舎

21日（木） 日高健康福祉センター
28日（木） 但東健康福祉センター

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311
 7 日（木）
14日（木）

13：30～16：00

出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024

 7 日（木）
21日（木）

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

11日（月）
25日（月） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

20日（水） 竹野健康福祉センター 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 1 日（金）
15日（金）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 本所・豊岡地区センター 23－2573

 6 日（水）
20日（水）

13：30～16：00

出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024

 7 日（木） 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 8 日（金） 竹野健康福祉センター 竹野地区センター 47－1423
11日（月）
25日（月） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

法 律 相 談
（予約受付6/29（水）、8：30～）
（先着8人・電話予約のみ）

 5 日（火）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 本所・豊岡地区センター 23－2573

不 登 校 相 談
毎週月～金 9：00～17：00 豊岡健康福祉センター こども支援センター 24－8303発達にかかわる相談

子 育 て 家 庭 相 談
農 家 相 談  5 日（火）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所大交流課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ものづくり支援センター 21－9024
事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171
若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 消費生活センター 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 23－1114

エイズ・肝炎検査 要
予
約

12日（火）
26日（火） 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎

豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

こころのケア相談 25日（月）13：30～16：30 豊岡健康福祉事務所
地域保健課 26－3672

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
を
除
く

7月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
84,281人（－32人） 40,463人（－14人） 43,818人（－18人） 32,973世帯（＋19世帯）
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7月の主な行事
JULY

より詳しい情報は
こちらから

16（土）假屋崎省吾&三舩優子“ピアノと花の優美な世界”（19：00～　市民会館）
第28回ミニ企画展｢世界のクワガタと日本
のクワガタ｣（市立歴史博物館「国府・国分
寺館」、～８月30日）

17（日）田んぼの学校（９：30～　コウノトリ文化館周辺）

18（月）海の日
19（火）
20（水）なかよし広場（９：30～　豊岡市民プラザ）にこにこひろば

（10：30～11：00　出石子育てセンター）
そとあそび広場
（10：30～11：30　但東子育てセンター）

21（木）絵本の読み聞かせの会（10：30～11：00　日高子育てセンター ）

22（金）おたのしみ会｢わくわくランド｣（13：30～15：30　日高子育てセンター）
Toyooka Art Season 2016『とよおかア
ート縁日』（15：30～20：00　豊岡市民プラ
ザ）

23（土）プラザ寄席第22回ふれ愛亭（13：30～　豊岡市民プラザ）
夏物語・夢広場（20：00～21：30　城崎・
四所神社など、～８月24日）

24（日）カバストマルシェ（10：00～16：00　宵田商店街）
日高夏まつり

（16：00～21：30　JR江原駅周辺）

25（月）
26（火）
27（水）サンスト夏の夜市（19：00～21：15　豊岡駅通商店街）

28（木）絵本の読み聞かせ（10：30～11：00　城崎子育てセンター）

29（金）
30（土）内藤裕敬×市民演劇プロジェクト（豊岡市民プラザ、～31日）

31（日）第22回少年少女キックベースボール大会（８：00～15：00　植村直己記念スポーツ
公園）
式町水晶ハートフルコンサート

（16：00～　日高文化体育館）

ひ
と
り
ご
と

1（金）
2（土）小野リサコンサートLISA ONO Dancing 

Bossa Tour 2016（18：30～　ひぼこホール）

3（日）第２回かんなべマルシェ
（10：00～15：00　道の駅｢神鍋高原｣）

パパと遊ぼうDAY！
（10：30～11：30　日高子育てセンター）
コウノトリ野鳥観察会

（13：30～　コウノトリ文化館）

4（月）
5（火）
6（水）にじっこ絵本

（10：30～11：00　竹野子育てセンター）
「技術革新が将来の生活や産業を変える」講
演会（13：30～15：00　豊岡稽古堂）

7（木）七夕まつり
（10：00～12：30　竹野子育てセンター）

8（金）えほんはともだち
（10：30～11：00　但東子育てセンター）

9（土）とよおか・こどもまつりパートⅡ
（11：00～12：00　子育て総合センター）

10（日）第５回世界ジオパークトレイルラン2016   
in山陰海岸（神鍋高原）（７：00～　神鍋高
原周辺）
第３回ミュージック☆バッグ～音楽をカバ
ンにつめてさぁ行こう～（18：30～　豊岡
市民プラザ）
開館20周年記念福井則之コンサート（18：
30～　日本・モンゴル民族博物館）
参議院議員選挙（各投票所）

11（月）
12（火）音楽あそび

（10：00～11：30　竹野子育てセンター）

13（水）豊岡ノーマイカーデー（市内全域）
14（木）そとあそび広場

（10：30～11：30　出石子育てセンター）

15（金）木彫フォークアートの世界（９：30～　市立
美術館「伊藤清永記念館」、～８月30日）
なかよし広場
（10：30～11：30　但東子育てセンター）

▼
雨
の
日
と
晴
れ
の
日
の
寒
暖
差
で
体

力
を
奪
わ
れ
る
こ
の
季
節
。今
年
は
い

つ
も
よ
り
暑
い
日
が
多
い
気
が
し
ま
す
。

夏
の
訪
れ
を
日
に
日
に
感
じ
、楽
し
み

な
よ
う
な
、気
が
滅
入
る
よ
う
な
…
。今

夏
は
例
年
以
上
の
暑
さ
と
の
こ
と
。皆

さ
ん
体
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

Ⓣ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣

神鍋BeerNight　毎週金曜日（18：30～21：00　道の駅「神鍋高原」）
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広
報
　と
よ
お
か

N
o.254

　

今
年
1
月
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

開
催
さ
れ
た
世
界
最
高
峰
と
い
わ

れ
る
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト「V

バ
イ
ブ

IBE 
X

２
１

XI D

ダ

ン

ス

ANCE C

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

OMPETITION

」に
日

本
代
表
で
出
場
し
、
見
事
優
勝
し

た
ダ
ン
ス
チ
ー
ム「
Gガ
ン

ミ

A
N
M
I
」。

こ
の
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
活
動

し
て
い
る
の
が
、
城
崎
町
桃
島
出

身
の
山
口
風
士
さ
ん
で
す
。

　

本
格
的
に
ダ
ン
ス
を
始
め
た
の

は
、
城
崎
中
学
校
卒
業
後
、
東
京

の
芸
能
学
校
ダ
ン
ス
科
に
入
学
し

て
か
ら
と
語
る
山
口
さ
ん
。
学
生

時
代
は
、
S
M
A
P
の
テ
レ
ビ
番

組
へ
の
出
演
や
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア

ー
に
も
、
学
生
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
ダ
ン
ス
の
魅
力

を「
ま
ず
、
か
っ
こ
良
さ
!!
」「
そ

し
て
、
ダ
ン
ス
を
通
し
た
人
と
の

つ
な
が
り
や
、
音
楽
を
表
現
で
き

る
楽
し
さ
」と
話
し
ま
す
。
ま
た
、

日
々
、
ダ
ン
ス
に
明
け
暮
れ
る
中
、

休
日
は「
ず
っ
と
家
」と
笑
い
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
、
日
本
国
内
の
み

な
ら
ず
、
世
界
か
ら
も
注
目
を
集

め
る
引
っ
張
り
だ
こ
の
ダ
ン
サ
ー

に
な
る
こ
と
。
兄
妹
を
女
手
一
つ

で
育
て
て
く
れ
た
母
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
世
界
進
出

の
夢
に
向
か
っ
て
、
東
京
で
ひ
た

走
っ
て
い
ま
す
。

世界最高峰のダンスコンテストで優勝
将来の夢は世界が認めるプロダンサー！

山口風
かざ

士
し

さん（19歳）城崎町桃島出身

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲軽妙な語り口で生徒を引き付ける

日高地域の先輩に学ぶ授業
夢をかなえた先輩から人生を学ぶ！

▲新たな出会いに乾杯

　５月29日、但東町高龍寺で、婚活パーティー
｢和みの景色の中で婚パッ!!｣が初開催され、市内
外の独身男女31人が参加しました。
　少人数のグループに分かれての自己紹介からス
タート。次第に笑い声が聞こえるようになり、そ
の後、女性陣の手作りおにぎりを食べながら、バー
ベキューで交流を深めました。
　主催者代表の今井　慶

けい

さん（但東町畑山）は｢今
回の出会いをきっかけに、人と人とのつながりが
生まれ、また、但東を知ってもらうことで地域を
活性化できれば｣と期待を込めます。
　詳しくは主催者（しゃってもシボ、但
東）facebookページをご覧ください。

和みの景色の中で婚パッ!!
人と人とのつながりのきっかけ作り

　５月20日、日高西中学校で｢日高地域の先輩に学
ぶ授業｣が開かれ、２年生37人が授業を受けました。
　この授業は、中学生が、地元で活躍する身近な
先輩の話を聞くことで、将来や現在について考え
る機会を作り、地域への愛着と誇りを育み、将来、
日高地域への定着につながることを目的とした｢日
高地域創生プロジェクト事業｣の一環です。
　今回の講師は、かんなべ自然学校代表の前田敦
司さん。｢楽しい人生の歩み方｣と題し、自身の経験
を基にスライドを用いて説明。｢遊びの中に学びが
ある｣という信念を伝えました。
　この授業は、今後、日高西中学校で１回、日高
東中学校で２回、講師を変えて開催予定です。


